
世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化

世
界
銀
行
の
政
策
決
定
と
国
際
政
治
の
構
造
変
化

1
　
問
題
提
起
と
基
本
的
枠
組
み

　
一
　
問
題
提
起

　
二
　
基
本
的
枠
組
み

H
　
世
界
銀
行
に
お
け
る
資
金
配
分
の
仕
組
み

皿
　
国
別
資
金
配
分
の
分
析

　
一
　
公
式
モ
デ
ル

　
ニ
　
内
圧
モ
デ
ル

　
三
　
外
圧
モ
デ
ル

W
　
セ
ク
タ
ー
別
資
金
配
分
の
分
析

　
一
　
三
つ
の
モ
デ
ル

　
ニ
　
事
例
研
究
－
調
整
融
資
政
策
を
め
ぐ
る
決
定
過
程

大

芝

売

95



一橋大学研究年報　法学研究　22

V
　
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
と
国
際
政
治
の
構
造
変
化

　
一
　
国
際
政
治
の
構
造
変
化

　
（
一
）
　
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
の
変
化

　
（
二
）
南
北
対
立
の
激
化
と
行
き
詰
ま
り

　
　
（
三
）
　
東
西
関
係
の
変
化

　
二
　
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化

　
（
一
）
　
政
経
分
離
か
ら
政
経
不
可
分
へ

　
（
二
）
　
自
由
な
国
際
的
資
金
移
転

　
（
三
）
　
政
治
的
コ
ン
デ
ィ
シ
日
ナ
リ
テ
ィ
ー

96

1
問
題
提
起
と
基
本
的
枠
組
み

問
題
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
V

　
世
界
銀
行
は
、
開
発
途
上
国
へ
の
資
金
移
転
と
い
う
間
題
領
域
に
お
い
て
、
長
期
資
金
を
供
与
す
る
最
大
の
国
際
組
織
で
あ
る
。
ま
た
、

世
界
銀
行
の
融
資
政
策
は
、
開
発
途
上
国
の
開
発
戦
略
の
形
成
に
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
世
界
銀
行
の
開
発
政

策
・
融
資
政
策
に
対
し
て
は
、
ざ
ま
ざ
ま
な
批
判
も
な
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
経
済
効
率
を
重
視
し
す
ぎ
て
、
公
平
の
問
題
を
十
分

に
考
慮
し
て
い
な
い
と
か
、
開
発
優
先
主
義
か
ら
、
人
権
抑
圧
国
へ
も
融
資
を
行
い
、
開
発
独
裁
的
政
権
を
強
化
す
る
結
果
を
招
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
と
か
、
あ
る
い
は
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
方
が
貧
粗
で
あ
る
と
か
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
過
程
が
不
透
明
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
し
ぱ
し
ぱ
行
わ
れ
る
。
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
掘
．
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

備
か
ら
、
承
認
、
実
行
、
そ
し
て
評
価
に
い
た
る
過
程
は
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ
ク
ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ
ク
ル
の
大
枠
で
あ
る
、
世
界
銀
行
の
融
資
政
策
や
開
発
戦
略
の
形
成
過
程
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
、
国
別
配
分
や
プ

・
ジ
ニ
ク
ト
案
の
審
議
で
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
最
も
重
要
な
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
余
り
分
析
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
開
発
援
助
や
累
積
債
務
、
さ
ら
に
対
ソ
連
・
東
欧
金
融
支
援
な
ど
の
問
題
に
お
い
て
、
世
界
銀
行
の
果
た
す
ぺ
き
役
割
は
強
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
は
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
実
証
的
な
研
究
も
少
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
の
原
因
は
、
基
本
的
に
は
、
世
界
銀
行
資
料
の
非
公
開
性
に
あ
る
。
予
算
報
告
書
や
理
事
会
審
議
録
は
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
事
前
審
査
報
告
書
お
よ
ぴ
事
後
報
告
書
、
さ
ら
に
外
部
評
価
で
あ
る
O
E
D
（
業
務
評
価
局
）
報
告
書
に

い
た
る
ま
で
、
大
半
の
記
録
は
非
公
開
で
あ
る
。
国
際
組
織
と
は
い
う
も
の
の
、
国
連
諸
機
関
の
揚
合
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
世
界
銀
行
事
務
局
は
、
官
僚
組
織
と
し
て
、
外
部
か
ら
の
批
判
を
恐
れ
、
文
書
の
非
公
開
を
望
む
。
こ
れ
に
対
し
て
、
先
進
国
政
府
や

開
発
途
上
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
口
出
資
国
と
し
て
、
あ
る
い
は
借
入
国
と
し
て
、
世
界
銀
行
の
資
金
配
分
、
特
に
国
別
配
分
の
方
法

に
対
し
て
、
高
い
関
心
を
有
し
て
い
る
。
事
実
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
会
計
検
査
院
や
財
務
省
が
世
界
銀
行
の
活
動
を
分
析
．
評
価
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
国
は
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
活
発
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
他
の
国
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
ほ
ど
に
は
、
世

界
銀
行
に
対
し
て
高
い
関
心
と
利
害
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
よ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
各
国
政
府
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
揚
か

ら
世
界
銀
行
の
資
金
配
分
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、
世
界
銀
行
に
政
治
問
題
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
、
国
際
「
経
済
」

組
織
で
あ
る
世
界
銀
行
業
務
の
効
率
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
う
状
態
に
お
い
て
も
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
過
程
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
は
行
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
国

別
配
分
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
基
準
は
な
に
か
、
に
関
す
る
計
量
分
析
、
経
済
的
要
因
の
み
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
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い
、
と
い
う
世
界
銀
行
の
非
政
治
性
に
対
す
る
実
証
的
な
批
判
、
ま
た
、
世
界
銀
行
の
「
最
後
の
貸
し
手
」
と
し
て
の
役
割
は
フ
ィ
ク
シ

日
ン
で
あ
る
と
す
る
分
析
、
さ
ら
に
、
世
界
銀
行
理
事
会
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
投
票
行
動
の
分
析
や
、
外
圧
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
議
会

の
世
界
銀
行
に
対
す
る
態
度
の
分
析
等
が
行
わ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
構
造
調
整
融
資
や
部
門
別
調
整
融
資
に
お
け
る
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
国
家
主
権
の
関
係
や
、
I
M
F
の
そ
れ
と
の
ク
ロ
ス
・
コ
ン
デ
ィ
シ
日
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
等
が
、
分
析
さ
れ
て

（
7
）

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
私
の
研
究
目
的
は
、
第
一
に
、
借
入
国
の
政
治
的
要
因
、
大
口
出
資
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
影
響
、
さ
ら
に
組
織
内
部
で
の
総
裁
・
理
事
会
・
ス
タ
ッ
フ
間
の
駆
け
引
き
な
ど
の
政
治
的
要
因
が
、
世
界
銀
行
の
資
金
配
分
決
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
実
証
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
の
目
的
は
、
政
策
決
定
過
程
の
分
析
結
果
を
、
国
際
政
治
の
構
造
変
化
、
お
よ
び
国
際
経
済
体
制
の
変
化
と
の
関
連
か
ら
解
釈
す

る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
国
際
組
織
や
各
国
の
援
助
機
関
の
資
金
配
分
に
関
し
て
は
、
統
計
的
処
理
に
よ
る
、
国
別
配
分
、
セ
ク
タ
i
別

配
分
の
決
定
要
因
分
析
に
と
ど
ま
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
世
界
銀
行
は
長
期
資
金
の
供
与
機
関
と
し
て
、
ブ
レ
ト

ン
ウ
ッ
ズ
体
制
を
運
営
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
国
際
組
織
で
あ
る
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
を
支
え
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
経
済
力
の
衰

退
や
、
国
際
経
済
体
制
そ
の
も
の
の
変
容
は
、
当
然
に
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
を
変
化
さ
せ
る
も
の
と
思
え
る
。
ま
た
、
今
日
の
よ
う

に
、
国
際
政
治
の
構
造
が
、
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
は
、
ど
う
し
て
も
、
構
造
変
化
に
も
注
目
し
て
解
釈
し
な
け
れ

ぱ
、
個
々
の
ア
ク
タ
ー
の
政
策
決
定
を
十
分
に
は
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
も
、
政
策
決
定
過

程
の
分
析
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
国
際
政
治
の
構
造
変
化
と
関
連
さ
せ
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
政
策
決
定
論
に
お
い
て
、
国
際
シ
ス
テ
ム
は
、
R
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
の
モ
デ
ル
以
来
、
国
際
環
境
と
し
て
、
ア
ク
タ
ー
の
政

策
決
定
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
国
際
環
境
は
、
政
策
決
定
者
の
認
識
を
通
し
て
、
政
策
決
定
に
影
響
を
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（
9
）

与
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
国
際
環
境
が
政
策
決
定
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
実
証
研
究
が
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
、
事
例
研
究
に
お
い
て
、
一
時
期
の
事
件
の
政
策
決
定
の
解
明
を
め
ざ
す
た
め
に
、
国
際
環
境

を
静
態
的
に
捉
え
る
傾
向
が
あ
り
、
国
際
環
境
と
政
策
決
定
の
関
係
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
ダ
イ
ナ
、
・
・
ッ
ク
な
解
釈
を
提
示
で
き
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
が
個
々
の
政
策
決
定
に
影
響
に
つ
い
て
は
考
慮
す
る
も
の
の
、
反
対
に
、
個
々

の
ア
ク
タ
ー
の
政
策
決
定
が
、
国
際
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
理
論
的
に

十
分
な
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。

　
さ
ら
に
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
変
化
に
関
し
て
も
、
個
々
の
政
策
決
定
過
程
の
変
化
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
現
実
的
な
議
論
が

展
開
で
き
よ
う
。
た
と
え
ば
、
覇
権
安
定
論
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
は
衰
退
し
て
い
る
の
か
と
か
、
国
際
秩
序
の
撹
乱
者
は
誰
か
、

と
い
っ
た
間
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
、
単
に
マ
ク
・
レ
ベ
ル
で
議
論
す
る
だ
け
で
は
、
あ
ま
り
に
抽
象
的
で
、
ほ
と
ん
ど
ト
ー
ト
・
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

ー
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
に
す
ら
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
論
の
場
合
に
も
、
レ
ジ
ー
ム
の
定
義
を
み
れ
ぼ
、
レ
ジ
ー

ム
の
形
成
・
変
容
に
関
す
る
議
論
が
予
想
で
き
て
し
ま
う
議
論
が
多
い
。
O
・
ヤ
ン
グ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
交
渉
過
程
の
分
析
を
重
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

し
た
レ
ジ
ー
ム
論
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二
　
基
本
的
枠
組
み

　
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
、
①
国
際
政
治
の
構
造
、
特
に
パ
ワ
ー
・
リ
レ
ー
シ
日
ン
ズ
、
②
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
、
③
世
界
銀
行
の
政

策
決
定
の
三
位
相
を
考
え
る
。

　
国
際
政
治
の
構
造
変
化
は
直
接
的
に
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
影
響
す
る
揚
合
も
あ
れ
ば
、
ま
ず
、
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
を
促

し
、
こ
れ
が
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
間
接
的
な
揚
合
も
あ
り
う
る
。
国
際
政
治
の
構
造
変
動
に
関
し
て
、
以
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下
の
問
題
点
を
分
析
し
た
い
。

　
第
一
に
、
覇
権
国
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
の
低
下
に
注
目
し
、
こ
れ
が
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
。

第
二
に
南
北
関
係
の
変
化
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
開
発
途
上
国
の
パ
ワ
ー
の
増
大
と
南
北
対
立
の
激
化
は
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
。
七
〇
年
代
後
半
以
降
の
、
南
北
交
渉
の
行
き
詰
ま
り
と
被
援
助
国
か
ら
資
金
供
与
国
に
立
揚
を
変
え
っ

つ
あ
る
ア
ジ
ァ
N
I
E
S
の
登
揚
、
さ
ら
に
、
八
○
年
代
初
め
に
顕
在
化
す
る
累
積
債
務
問
題
お
よ
び
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
諸
国
の
経
済
危
機

は
、
世
界
銀
行
の
融
資
活
動
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
第
三
に
、
緊
張
緩
和
か
ら
冷
戦
の
終
焉
へ
と
い
う
、
東
西
関
係

の
変
化
に
、
世
界
銀
行
は
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
か
。
ま
た
、
対
ソ
連
・
東
欧
金
融
支
援
に
お
い
て
、
世
界
銀
行
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
次
に
、
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
か
ら
は
、
以
下
の
点
を
検
討
し
た
い
。
第
一
に
、
覇
権
国
ア
メ
リ
カ
の
創
造
し
た
戦
後
国
際
経

済
体
制
、
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
衰
退
に
伴
い
、
政
経
分
離
の
原
則
が
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
先
進
国
間
で

は
通
商
摩
擦
と
な
っ
て
現
れ
た
が
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
か
。
第
二
に
、
ブ
レ
ト

ン
ゥ
ッ
ズ
体
制
は
、
資
金
移
転
と
投
資
に
関
す
る
自
由
主
義
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
世
界
銀
行
協
定
は
、
そ
の
融
資
目
的
を
、
開
発
途
上

国
へ
の
自
由
な
資
金
．
資
本
の
移
転
を
促
進
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。
先
進
国
間
に
お
い
て
は
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
現
象

が
見
ら
れ
る
反
面
、
投
資
摩
擦
が
問
題
と
な
り
、
こ
の
原
則
は
動
揺
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
開
発
途
上
国
へ
の
資
金
移
転
の
揚
合
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
に
、
冷
戦
後
の
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
原
則
は
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
ど
の
よ
う
な
問
題
点
を
投
げ
か
け
て

　
　
（
1
2
）

い
る
の
か
。

　
（
1
）
　
通
常
は
、
世
界
銀
行
と
は
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
（
I
B
R
D
）
と
国
際
開
発
協
会
（
エ
D
A
）
の
総
称
を
意
味
す
る
。
国
際
金
融
公
社
（
I

　
　
F
C
）
、
国
際
投
資
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
（
I
C
S
I
D
）
、
お
よ
ぴ
多
国
間
投
資
保
証
機
構
（
M
I
G
A
）
の
全
て
の
機
関
を
対
象
と
す
る
揚
合
は
、
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世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
。

（
2
）
譲
巴
自
9
ω
亀
p
o
袈
置
困
5
再
る
且
国
巴
羅
国
ぎ
8
p
b
§
ご
博
§
ミ
o
＆
§
靭
国
詳
ミ
ミ
ミ
b
コ
§
》
き
き
恥
b
ミ
、
尋
鷺
謹
漁
ω
き

　
閃
β
琴
ぎ
§
冒
怨
9
8
す
問
O
＆
四
且
O
。
＜
。
一
8
ヨ
。
暮
勺
皇
9
6
。
。
P
鶴
見
宋
之
介
訳
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
挫
折
』
（
三
一
書
房
、
一
九
八
五
年
）
。

　
鷲
見
一
夫
『
O
D
A
援
助
の
現
実
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
。

（
3
）
類
霞
吸
魯
ρ
ω
雲
ヨ
葭
且
ω
8
ぎ
㎝
零
↓
o
一
σ
①
『
戸
、
ミ
婁
誉
恥
き
b
§
§
§
ミ
、
卜
裟
§
砺
県
ミ
ミ
翼
b
o
§
勘
肉
も
ミ
§
量
（
乞
睾
＜
o
葵
”

O
圏
o
邑
q
巳
＜
。
邑
¢
即
霧
y
一
。
。
。
軌
も
℃
・
呂
㌣
Q
。
。
。
。
・
細
見
卓
監
修
、
O
E
C
F
開
発
援
助
研
究
会
訳
『
途
上
国
の
経
済
開
発
－
世
界
銀
行
三
五

　
年
の
経
験
と
教
訓
（
上
・
下
）
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
八
年
）
、
四
五
三
ー
五
二
一
頁
。

（
4
）
　
拙
稿
、
「
対
ソ
連
・
東
欧
金
融
支
援
問
題
か
ら
見
た
冷
戦
後
の
世
界
秩
序
」
『
一
橋
論
叢
』
一
九
九
一
年
一
月
。

（
5
）
　
こ
の
点
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
＞
胃
斤
〈
昏
号
い
鎧
き
↓
ぎ
ミ
ミ
ミ
ヒ
o
黛
幕
§
亀
き
馬
、
o
ミ
（
ω
o
。
。
ε
『
ζ
舘
斤
冒
易

　
室
甘
9
勺
号
一
一
ω
霞
夷
し
O
o
。
O
y
℃
■
X
，

（
6
）
導
。
d
艮
a
ω
翼
。
ω
O
①
p
。
邑
＞
。
8
…
§
α
Q
O
∋
8
一
§
ミ
e
讐
§
魚
§
ミ
ミ
ミ
、
葡
§
神
、
防
、
ミ
尽
§
§
ミ
葬
ミ
違
§
匙
穿
ミ
貸
ミ
軌
§

　
畠
§
§
（
≦
霧
霞
お
8
p
じ
。
ρ
“
O
o
＜
。
旨
ヨ
。
纂
℃
『
一
呂
夷
○
臼
。
p
一
S
o
。
y
窪
O
、
§
憶
。
ミ
薦
噛
ミ
尽
§
鳶
ミ
窪
ミ
ミ
ミ
帖
§
魯
蕎
§
防
き

　
き
恥
ミ
ミ
ミ
ミ
箋
ミ
b
塁
喜
、
§
恥
ミ
鳴
§
誇
（
≦
塁
三
お
8
p
o
，
（
U
，
”
O
o
＜
o
ヨ
β
①
暮
即
日
二
お
O
臼
。
ρ
ぢ
。
。
一
）
・
目
お
q
巳
梓
＆
ω
g
9
ω
ギ
8
旨
q

　
o
。
儲
旨
ヨ
魯
“
q
ミ
鳳
幾
廼
ミ
塁
、
ミ
§
も
ミ
§
田
§
き
恥
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
寒
ミ
愚
壽
ミ
切
§
諒
き
ミ
恥
、
り
。
。
o
、
肋
（
ミ
器
臣
お
8
p
u
・
ρ
”
d
・
ψ

　
O
o
＜
。
ヨ
巳
。
耳
ギ
3
菖
お
O
由
。
ρ
お
。
。
N
y
毛
’
ミ
ー
ひ
い

（
7
）
薯
窪
帥
日
肉
，
Ω
5
①
即
区
2
一
。
ぎ
一
霧
｝
■
留
お
8
な
、
勺
。
『
h
o
旨
き
8
9
凶
簿
。
冨
餌
呂
罫
二
艶
舞
。
邑
≧
α
≧
一
8
鋒
9
、
．
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
。
，

　
篭
§
糞
＜
〇
一
い
』
o
・
9
一
S
P
思
」
。
。
い
ー
＄
卜
横
田
洋
三
、
「
世
界
銀
行
の
『
非
政
治
性
』
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）
（
二
）
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』

　
七
六
巻
二
号
、
三
号
、
昭
和
五
二
年
。
浮
穿
轟
謹
ロ
3
凶
”
目
、
ぎ
ト
§
ミ
蒜
、
§
亀
織
ミ
軸
ミ
ミ
ミ
切
§
却
誉
ミ
恥
這
ざ
硫
（
ω
〇
三
号
き
O
o
一
〇
『
包
o
”

　
ミ
①
ω
芝
貯
≦
勺
『
Φ
β
一
〇
。
。
O
y
［
巽
の
ω
9
0
三
貫
．
．
り
o
＝
二
3
閃
8
8
旨
8
讐
p
且
q
・
q
o
’
℃
帥
往
。
一
醤
け
凶
o
コ
ぎ
冨
三
芭
暮
o
『
巴
O
。
＜
o
一
〇
℃
e
o
馨

　
ω
壁
5
、
．
』
ミ
恥
§
ミ
い
寒
ミ
o
碇
§
蹄
ミ
帖
§
層
＜
o
一
』
μ
昌
9
鈎
這
o
。
N
－
署
、
頓
ω
刈
ー
鴇
避
勾
o
げ
。
旨
＞
≦
聲
．
．
卑
臼
ζ
夷
3
0
ω
雪
犀
、
．
、
ミ
匙
讐

　
、
ミ
§
8
●
参
お
。
。
ご
毛
’
一
〇
“
－
一
N
。
■
家
。
訂
乱
国
■
閏
。
凶
呂
。
嶺
目
α
8
鼻
『
一
げ
暮
o
『
の
”
寒
§
恥
§
『
§
ミ
ミ
ミ
巽
円
壽
ミ
ミ
ミ
切
§
》
．
恥
之
遷
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b
鴨
“
黛
織
恥
（
2
①
類
卑
巨
ω
三
。
罫
↓
『
塁
旨
。
陣
一
9
切
o
o
貫
一
。
。
。
α
）
ζ
o
馨
ヌ
乞
。
一
の
9
即
区
8
暮
き
耳
o
話
噂
、
ミ
鷺
鳶
9
ミ
ミ
。
諜
、
↓
書
ぎ
ミ
誉

　
魚
肉
馬
。
醤
。
ミ
馬
」
＆
黛
獅
§
馬
醤
さ
（
2
。
≦
切
『
＝
コ
の
三
。
一
｛
u
↓
『
曽
一
一
。
。
p
＆
8
ω
o
。
塁
一
。
。
。
。
y
空
。
討
鼠
国
扇
①
『
σ
震
鱒
、
．
醤
①
9
彗
讐
お
国
。
耳
一
〇
暴
ぼ
℃

　
σ
。
薯
。
。
口
島
①
巧
。
『
一
α
切
騨
ロ
犀
ロ
」
ユ
9
Φ
一
コ
8
『
コ
註
。
邑
g
g
。
耳
冤
勾
…
自
、
、
～
ミ
馬
§
§
§
ミ
9
筆
蕊
§
誉
一
合
－
Q
」
。
。
。
。
。
噂
写
・
軌
ホ
ー
ま
9

（
8
）
ぞ
。
○
ω
ぎ
僧
．
、
醤
Φ
≦
。
ま
田
鼻
…
α
R
勾
・
芽
諄
暴
醤
帥
昆
＞
，
多
Ω
き
聾
（
一
）
（
N
）
（
い
）
（
高
）
（
軌
）
、
、
簿
ミ
砺
＆
禽
ミ
～
。
ミ
識
ミ

　
県
卜
魯
s
§
織
ぎ
ミ
蕊
・
＜
o
一
」
ざ
一
。
。
。
。
・
聖
ミ
動
＆
§
ミ
～
。
ミ
醤
ミ
魚
迅
ミ
防
§
織
防
亀
§
§
モ
o
一
』
P
這
。
。
汐
冒
呂
門
簿
ミ
簑
Φ
§
ミ
旨
ミ
醤
ミ

　
黛
卜
黛
電
黛
醤
織
、
o
凝
畿
騎
｝
＜
o
一
■
一
〇
〇
一
お
℃
O
，

（
9
）
　
も
ち
ろ
ん
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
変
容
と
対
外
政
策
を
動
態
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
研
究
は
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
佐
藤
英
夫
「
国
際
政

　
治
経
済
環
境
の
変
化
と
日
米
経
済
摩
擦
」
細
谷
千
博
編
『
ア
メ
リ
カ
外
交
－
日
米
関
係
の
文
脈
の
な
か
で
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
八
六
年
。

（
－
o
）
即
。
げ
Φ
『
仲
Ω
菅
p
ミ
ミ
§
織
9
§
題
黛
ミ
ミ
ミ
ぎ
§
翁
（
9
ヨ
9
轟
。
ろ
弩
げ
＆
⑳
。
鐸
凶
＜
。
邑
ぐ
勺
霧
9
一
。
。
。
一
y
国
呂
勾
。
げ
。
誹

　
内
。
。
7
節
ロ
①
・
隻
、
恥
機
調
馬
頓
恥
§
。
醤
鴇
、
G
。
。
辱
恥
㌣
自
§
§
戚
ミ
§
ミ
き
§
モ
ミ
ミ
象
ミ
魯
ミ
騨
§
§
黛
（
℃
旨
8
8
聲
勺
昔
。
①
8
昌
q
巳
く
霧
ξ

　
勺
『
①
u
的
・
お
。
。
轟
）
・
ω
『
ロ
。
。
罫
勾
⊆
㏄
の
。
陣
’
．
．
醤
の
冒
蚤
豊
o
房
9
。
。
。
o
略
く
騨
昌
露
夷
＝
£
昏
o
ξ
“
9
一
ω
国
騨
詩
↓
≦
巴
5
国
。
卑
ξ
u
臼
影
’

　
、
ミ
恥
唖
醤
黛
～
嫡
。
醤
黛
N
o
『
鍋
匙
ミ
恥
匙
蔑
。
ミ
・
く
。
一
・
い
P
⇒
9
ρ
這
。
。
μ
署
・
b
。
。
圃
－
舘
ご
u
巷
8
昌
ω
巳
α
巴
｝
．
、
屋
。
ロ
邑
駐
。
「
浮
α
q
昏
〇
三
。
ω
貫
σ
一
一
芽

目
一
。
。
目
冤
．
、
』
ミ
馬
喚
醤
貸
畿
。
ミ
黛
馬
o
機
頓
§
驚
黛
§
斧
＜
。
一
」
P
8
・
♪
一
。
。
。
軌
も
や
鴇
。
－
9
♪
磐
民
旨
。
善
7
ζ
ρ
o
口
。
§
織
む
ζ
蔑
・
↓
営
9
§
恥
き
鴨

　
之
轟
ミ
憤
恥
織
』
§
恥
璽
蝋
偽
§
、
。
弩
恥
『
1
2
①
≦
く
興
ざ
ω
鐘
。
記
8
葦
む
o
o
。
日
本
語
文
献
で
は
猪
口
邦
子
『
戦
争
と
平
和
』
（
東
大
出
版
会
、
一
九
八

　
九
年
）
、
山
本
吉
宣
『
国
際
的
相
互
依
存
』
（
東
大
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
。

（
n
）
○
嘱
㊤
ロ
磯
。
口
占
．
．
穿
①
b
。
ま
8
。
h
一
暮
自
奉
斤
一
g
巴
｝
四
。
の
冒
。
閃
9
ヨ
註
o
⇒
、
、
』
ミ
恥
§
§
§
ミ
o
醤
§
誉
靴
§
｝
＜
o
一
■
轟
い
』
9
い
し
。
。
。
担

　
℃
マ
睾
O
I
い
ま
■

（
1
2
）
　
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
も
、
世
界
銀
行
の
最
も
関
連
す
る
開
発
金
融
の
間
題
領
域
を
、
開
発
金
融
の
レ
ジ
ー
ム
と
見
て
、
世
界
銀
行
の

政
策
決
定
の
分
析
結
果
を
、
開
発
金
融
レ
ジ
ー
ム
の
変
化
と
の
関
連
で
分
析
す
る
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
幻
o
ぎ
井
≦
o
＆
は
、

援
助
レ
ジ
ー
ム
と
い
う
枠
組
み
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
援
助
レ
ジ
ー
ム
、
あ
る
い
は
開
発
金
融
レ
ジ
ー
ム
と
見
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
レ
ジ
ー

　
ム
の
境
界
線
、
お
よ
ぴ
レ
ジ
ー
ム
の
強
制
力
の
点
で
、
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
犀
一
器
δ
は
、
名
置
ら
弗
巨
の
と
い
う
概
念
を
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用
い
て
い
る
が
じ
ジ
ー
ム
概
念
生
轟
墜
す
る
あ
で
あ
ろ
う
．
男
量
砕
国
ミ
・
。
α
㌔
鳩
。
§
ミ
貸
陸
偽
｝
畠
畑
ミ
貸
鳶
馬
．
。
．
守
馬
G
㌣
篤
．
帖
防
㌧
鳴
。
憶
，

職
讐
」
畿
§
“
o
§
怠
壽
ミ
9
＆
題
き
誉
§
義
閏
8
§
ミ
（
ω
①
詩
①
再
”
q
昌
一
く
。
『
切
ξ
。
｛
9
ま
。
賊
ロ
圃
p
勺
H
¢
の
。
。
口
。
。
。
ひ
）
も
．
。
。
。
・

n

世
界
銀
行
に
お
け
る
資
金
配
分
の
仕
組
み

世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化

　
世
界
銀
行
の
事
業
活
動
の
中
心
は
、
開
発
途
上
国
に
対
す
る
開
発
援
助
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
相
対
的
に
条
件
の
厳
し
い
I
B
R
D

（
国
際
復
興
開
発
銀
行
）
ロ
；
ン
、
お
よ
び
条
件
が
よ
リ
ソ
フ
ト
で
、
極
め
て
貧
困
な
国
を
対
象
と
す
る
I
D
A
（
国
際
開
発
協
会
）
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
と

レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
資
金
援
助
と
、
そ
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
開
発
途
上
国
の
綿
密
な
経
済
分
析
で
あ
る
。

世
界
銀
行
の
資
金
援
助
の
プ
・
セ
ス
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
．
第
三
、
開
発
援
助
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
が
形
成
さ
砦
．

第
二
に
、
こ
の
基
本
政
策
の
も
と
に
、
各
国
の
経
済
分
析
を
参
考
に
、
五
ケ
年
の
視
野
で
、
各
国
へ
の
融
資
の
枠
組
み
が
検
討
さ
れ
る

（
国
別
計
画
シ
ス
テ
ム
）
・
ま
た
、
え
と
時
期
曽
は
並
行
し
て
、
基
本
政
策
に
合
致
し
、
か
つ
世
界
銀
行
の
融
纂
件
に
見
合
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ラ
ン
の
準
備
が
進
め
ら
れ
る
（
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ
ク
ル
）
。
第
三
に
、
各
国
へ
の
融
資
の
枠
組
み
の
も
と
で
、
毎
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

の
、
個
々
の
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
融
資
が
検
討
さ
れ
る
。

開
発
援
助
に
関
す
る
蒙
政
策
と
し
て
、
セ
多
蜘
配
分
に
関
し
て
は
、
死
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
岱
か
け
て
の
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
享
身
－
部
門
中
心
の
馨
肇
二
九
七
〇
年
代
の
貧
困
緩
和
肇
、
そ
し
て
死
八
o
年
岱
存
る
調
整
馨
の
拡
奪

を
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
国
別
配
分
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
経
済
発
展
の
レ
ベ
ル
が
一
定
以
上
に
達
し
た
国
は
、

世
界
銀
行
以
外
の
資
金
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
で
、
世
界
銀
行
資
金
の
借
入
国
の
地
位
を
「
卒
業
」
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な

「
卒
業
」
肇
や
・
八
o
年
代
初
頭
の
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
警
と
し
て
、
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
地
域
へ
の
重
点
的
奮
金
配
分
肇
等
が
あ
る
．
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　　表1　プ・ジェクト・サイクルと所要年数

アイデンティフィケーション（発掘）と準備　2．0

審査　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．6

借入国との交渉；理事会での承認　　　　　　　O，3

実施　　　　　　　　　　　　　　　　　6．3

事後評価　　　　　　　　　　　　　　　L1

　総計　　　　　　　　　　　　　　　1α3

出典　The　World　Bank，1P∠4鵬ノ～6～γoεpθo‘，p．31，Table3．11

　
こ
う
し
た
基
本
政
策
は
、
世
界
銀
行
総
裁
の
個
人
的
経
済
観
と
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
膨
大
、

か
つ
緻
密
な
経
済
分
析
に
基
づ
い
て
提
案
さ
れ
、
二
二
名
の
加
盟
国
政
府
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
理

事
会
に
お
い
て
審
議
．
決
定
さ
れ
る
。
基
本
政
策
の
決
定
過
程
で
、
実
際
に
ど
の
ア
ク
タ
ー
が
強
力

な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
世
界
銀
行
総
裁
で
あ
る
と
す
る
見
方
や
、
最
大
の
出
資

国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
お
よ
び
理
事
で
あ
る
と
す
る
意
見
、
さ
ら
に
は
、
世
界
銀
行
が
巨
大
な
官

僚
機
露
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
事
務
局
で
あ
る
と
い
う
主
張
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
で
は
、
事
例
と
し
て
八
O
年
代
の
融
資
政
策
の
決
定
過
程
を
と
り
あ
げ
、
こ

の
問
題
を
実
証
的
に
検
討
す
る
。

　
次
に
、
基
本
政
策
に
基
づ
い
て
、
五
ケ
年
の
視
野
で
各
国
へ
の
融
資
が
検
討
さ
れ
る
。
世
界
銀
行

資
金
の
国
別
配
分
の
枠
組
み
が
実
質
的
に
作
ら
れ
る
段
階
で
あ
り
、
こ
の
任
務
は
、
世
界
銀
行
ス
タ

ッ
フ
の
独
占
的
な
管
轄
下
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
世
界
銀
行
の
地
域
局
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
国
の
経
済
、
社
会
、
そ
し
て
揚
合
に
よ
れ
ぱ
行
政
的
状
況
を
分
析
し
、
そ
し
て
世
界
銀

行
か
ら
の
融
資
の
必
要
性
雰
析
し
た
国
別
レ
ポ
ー
ト
（
。
。
旨
ξ
一
誇
§
・
勇
。
異
』
璋
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が
作
成
さ
れ
る
．
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
、
各
国
へ
の
融
籍
決
定
の
最
妻
枠
組
み
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
が
理
事
会
に
対
し
て
は
・
公

開
読
な
い
．
理
事
会
が
法
的
に
選
罐
を
有
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
国
別
レ
ポ
ー
あ
枠
に
沿
・
て
、
理
妻
に
欝
義
る
個
々

の
フ
・
ジ
ェ
ク
ト
案
に
関
し
て
で
あ
る
。

国
別
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
と
並
行
し
て
、
世
界
銀
行
の
プ
・
ジ
ェ
ク
ー
担
当
ス
タ
ソ
フ
に
よ
り
・
馨
対
象
左
る
プ
。
ジ
麦
ト
黍

準
備
さ
れ
る
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ー
．
サ
イ
ク
ル
の
第
褒
階
は
、
融
資
対
象
と
な
り
う
る
プ
・
ジ
麦
－
の
発
掘
（
ア
イ
デ
ン
一
ア
ィ
フ
ィ
ケ
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ー
シ
ョ
ン
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
二
年
ほ
ど
費
や
し
て
、
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
案
が
準
備
さ
れ
る
（
表
1
）
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
の
発
掘
．

準
備
は
基
本
的
に
は
、
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
国
が
責
任
を
有
す
る
。
し
か
し
、
開
発
途
上
国
の
中
に
は
、
融
資
に
値
す
る
プ
・
ジ
ェ

ク
ト
を
見
つ
け
る
能
力
が
欠
け
て
い
る
国
も
多
く
、
実
際
に
は
、
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
が
こ
の
段
階
か
ら
援
助
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
次
に
、
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
は
、
あ
ら
た
め
て
、
貸
し
手
と
し
て
、
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
案
を
世
界
銀
行
の
基
準
に
照
ら
し
て
事
前
審
査
す

る
。
こ
の
審
査
段
階
で
は
、
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
案
の
財
政
面
（
コ
ス
ト
の
回
収
）
、
経
済
的
・
社
会
的
効
果
、
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

持
可
能
性
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
）
、
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
環
境
に
与
え
る
影
響
等
が
検
討
さ
れ
る
。
世
界
銀
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

効
率
を
重
視
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
価
値
観
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
等
の
批
判
は
、
こ
の
審
査
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

準
に
対
す
る
批
判
と
も
言
え
る
。

　
さ
て
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
事
前
審
査
を
終
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
は
、
五
ケ
年
の
国
別
計
画
の
枠
組
み
を
照
合
し
な
が
ら
、
理
事
会
に

提
出
さ
れ
る
。
理
事
会
で
の
審
議
を
経
て
、
承
認
／
拒
否
の
決
定
が
行
わ
れ
る
。
理
事
会
に
お
い
て
は
加
重
投
票
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
、
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
揚
合
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
り
決
定
が
な
さ
れ
る
。

　
（
－
）
　
I
B
R
D
・
ー
ン
は
、
変
動
金
利
性
で
、
平
均
償
還
期
間
は
一
五
－
二
〇
年
（
据
置
期
間
三
－
五
年
を
含
む
）
で
あ
り
、
I
D
A
ク
レ
ジ
ッ
ト

　
　
は
、
無
利
子
、
平
均
償
還
期
間
は
、
最
貧
国
の
揚
合
、
三
五
年
、
そ
れ
以
外
の
国
は
四
〇
年
（
据
置
期
間
一
〇
年
を
含
む
）
で
あ
る
。
な
お
、
一
九

　
　
九
〇
年
度
現
在
、
I
D
A
の
援
助
対
象
基
準
は
、
一
人
あ
た
り
G
N
P
が
年
六
五
〇
ド
ル
（
一
九
八
八
年
ド
ル
）
以
下
で
あ
る
．
》
と
で
あ
る
。
世
界

　
　
銀
行
、
『
年
次
報
告
一
九
九
〇
』
、
三
頁
。

　
　
（
2
）
　
世
界
銀
行
の
財
政
年
度
は
、
七
月
一
日
か
ら
六
月
三
〇
日
ま
で
で
あ
る
。

　
　
（
3
）
拙
稿
「
国
際
組
織
の
政
策
決
定
」
（
有
賀
貞
他
編
『
講
座
国
際
政
治
二
』
東
大
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
。

　
　
（
4
）
　
か
つ
て
、
理
事
会
に
お
い
て
国
別
配
分
を
審
議
対
象
と
し
て
は
ど
う
か
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
却
下
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
理
事

　
　
会
で
国
別
配
分
を
審
議
す
る
と
、
理
事
会
審
議
の
政
治
化
、
ひ
い
て
は
、
世
界
銀
行
の
政
治
化
を
引
き
起
こ
し
兼
ね
な
い
、
と
の
見
解
が
多
数
を
し
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め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
ヘ
の
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
、
一
九
八
三
年
。

（
5
）
世
界
銀
行
、
『
環
境
と
開
発
－
世
界
銀
行
の
新
政
策
』
一
九
八
八
年
六
月
、
お
よ
ぴ
世
界
銀
行
、
『
年
次
報
告
一
九
九
〇
』
、
六
七
－
七
一
頁
。

（
6
）
　
世
界
銀
行
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
鷲
見
一
夫
、
前
掲
書
。
ま
た
、
世
界
銀
行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
に
対
す
る
審
査
基
準
の
問

題
点
に
つ
い
て
は
、
3
。
。
ω
喜
ゆ
・
．
．
目
一
。
ぎ
ま
守
鼻
…
琶
冥
穿
欝
塁
葬
帥
且
》
多
Ω
霧
窪
（
国
）
為
幕
野
昌
評
い
罠
凝

　
℃
o
一
一
身
雪
α
び
。
＆
ぎ
α
Q
汐
0
8
器
、
、
愚
。
竃
か
署
，
い
o
。
1
＆
●

（
7
）
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
か
ら
見
れ
ぱ
数
も
少
な
く
、
例
外
的
と
見
て
差
し
支
え
な
い
が
、
理
事
会
に
お
い
て
、
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
案
に
対
し
て

　
異
議
が
唱
え
ら
れ
、
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
、
第
三
節
参
照
。

106

皿
　
国
別
資
金
配
分
の
分
析

　
世
界
銀
行
の
資
金
配
分
を
、
国
別
、
お
よ
ぴ
セ
ク
タ
ー
別
配
分
と
い
う
角
度
か
ら
分
析
す
る
。
国
別
配
分
に
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
世

界
銀
行
の
融
資
は
、
個
々
の
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
行
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
国
別
計
画
シ
ス
テ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
資
金
配
分

の
基
本
単
位
は
国
家
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
セ
ク
タ
ー
別
配
分
は
、
国
別
配
分
の
枠
組
み
と
な
る
基
本
政
策
を
意
味
す
る
揚
合
が
多
く
、

国
別
配
分
過
程
と
は
異
な
る
政
策
決
定
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
国
別
配
分
の
基
準
、
あ
る
い
は
国
別
配
分
に
影
響
を
与
え
る
要
因
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
①
公

式
モ
デ
ル
、
②
内
圧
モ
デ
ル
、
③
外
圧
モ
デ
ル
、
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
っ
の
モ
デ
ル
相
互
の
関
係
は
、
ま
ず
、
公
式
モ
デ
ル

に
基
づ
い
て
、
国
別
配
分
の
大
枠
が
決
定
さ
れ
、
次
に
、
内
圧
モ
デ
ル
、
お
よ
ぴ
外
圧
モ
デ
ル
に
よ
り
、
調
整
が
行
わ
れ
る
と
い
う
、
段

階
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。



一
　
公
式
モ
デ
ル

世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化

　
各
国
へ
の
資
金
の
配
分
に
お
い
て
は
、
借
入
国
の
二
ー
ズ
が
基
準
で
あ
り
、
こ
の
二
ー
ズ
は
基
本
的
に
は
財
政
的
、
経
済
的
、
社
会
的

要
因
の
み
を
考
慮
し
て
測
定
さ
れ
る
、
と
考
え
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。

世
界
銀
行
協
定
第
四
条
第
る
項
は
、
「
決
定
を
行
う
に
当
た
・
て
関
係
加
盟
国
の
政
治
的
性
格
に
影
響
さ
れ
て
譲
懐
い
．
そ
の

決
定
は
、
経
済
的
事
項
の
み
を
考
慮
し
て
行
う
も
の
と
し
、
…
…
」
と
定
め
、
世
界
銀
行
の
非
政
治
性
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、

経
済
的
要
因
を
政
治
的
要
因
か
ら
区
別
で
き
る
と
見
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
政
経
分
離
を
原
則
と
し
た
パ
ッ
ク
ス
．
ア
メ
リ
カ
ー
ナ

時
代
の
国
際
経
済
体
制
を
、
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
世
界
銀
行
は
国
際
「
経
済
」
組
織
で
あ
る
ゆ
え
に
、
政
治
的
要
因

は
国
別
配
分
の
時
に
は
考
慮
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
導
く
の
で
あ
る
。

　
世
界
銀
行
は
、
国
別
配
分
に
お
い
て
、
こ
の
非
政
治
性
の
規
定
を
遵
守
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

意
味
で
、
公
式
モ
デ
ル
、
あ
る
い
は
規
範
的
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
ア
｝
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

　
世
界
銀
行
は
国
別
資
金
配
分
の
基
準
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
要
因
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
信
用
度
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
ワ
ー
ス
ネ

ス
）
。
世
界
銀
行
・
ー
ン
の
返
済
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
基
準
は
、
非
譲
許
的
な
I
B
R
D
ロ
ー
ン
の
揚
合
は
も
ち
ろ
ん
、
譲

許
的
な
I
D
A
資
金
の
融
資
の
場
合
に
も
重
視
さ
れ
る
。
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
は
、
短
期
的
、
長
期
的
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
ワ
ー
ス
ネ
ス
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
こ

析
を
行
い
、
ま
た
、
定
量
的
分
析
と
と
も
に
、
定
性
的
に
も
判
断
を
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
市
揚
か
ら
の
資
金
借
入
れ
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
（
ヨ
即
詩
9
ぢ
Φ
一
喧
σ
旨
身
）
。
世
界
銀
行
協
定
の
規
定
（
皿
B
血
）
に
基

づ
く
基
準
で
あ
り
、
世
界
銀
行
の
役
割
を
「
最
後
の
貸
し
手
」
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
銀
行
が
実
際
に
最
後
の
貸
し

手
と
し
て
行
動
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
も
の
も
多
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
、
商
業
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銀
行
に
よ
る
開
発
途
上
国
へ
の
融
資
が
急
激
に
拡
大
し
た
の
に
対
し
て
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
総
裁
下
の
鼻
銀
行
自
身
も
芙
優
そ
の
融
資

警
を
拡
大
喜
た
た
筐
、
開
発
途
上
国
融
資
に
お
い
て
、
世
界
銀
行
と
璽
銀
行
と
の
競
争
状
禁
生
じ
た
こ
と
奮
摘
さ
れ
て
い

る
。

第
三
の
基
饗
、
経
済
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
．
そ
の
内
容
は
、
効
率
的
な
経
済
運
営
能
力
募
塞
そ
の
た
め
の
政
府
の
努
力

と
、
貧
困
緩
和
に
対
す
る
政
府
の
関
与
の
二
豪
、
特
に
重
要
視
え
る
．
計
量
的
に
は
、
貯
蓄
率
や
G
N
P
の
成
長
率
を
指
標
と
し
て

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

L
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
定
性
的
な
判
断
も
行
っ
て
い
る
。

第
四
に
貧
困
度
．
経
済
発
展
．
ベ
ル
が
あ
る
憂
水
叢
上
に
達
す
る
と
、
・
D
A
資
金
の
借
入
国
か
ら
・
B
R
D
資
金
の
借
入
国
と

な
り
、
さ
ら
に
は
、
世
界
銀
行
の
借
入
国
の
地
位
か
ら
「
卒
業
」
す
る
．
死
九
〇
鏡
在
、
・
D
A
の
鐸
対
象
は
』
人
当
た
り
G

N
p
が
δ
七
〇
ド
ル
以
下
の
国
で
あ
り
、
中
で
も
、
天
当
た
8
N
p
杢
ハ
五
〇
ド
ル
以
下
（
八
八
年
ド
ル
）
の
国
藁
中
し
て
い

る
．
ま
た
、
・
B
R
D
借
入
国
の
基
準
は
、
九
〇
年
度
で
、
一
人
当
た
8
N
P
が
三
、
八
四
五
ド
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
で
麓
・

以
上
の
世
界
銀
行
の
公
式
的
な
配
分
基
準
を
見
る
と
、
世
界
銀
行
を
忠
と
す
る
、
開
発
途
歯
へ
の
資
金
移
転
の
膿
領
毬
漢

て
、
あ
る
原
則
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
．
そ
れ
は
、
第
一
に
、
「
卒
業
」
政
策
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
護
萬
資
金
・
非
響

的
公
的
資
金
、
そ
し
て
民
間
資
金
の
間
に
、
明
確
な
役
割
分
担
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
．
そ
れ
ゆ
え
に
・
公
的
墓
は
・
「
最
後
の
手

段
」
と
し
て
、
民
間
資
金
と
競
合
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
世
界
銀
行
の
目
的
は
、
開
発
途
上
国
へ
の
民
間
資
金
の
移
転
を
促
進
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
．
第
二
に
、
開
発
援
助
資
金
は
、
た
と
え
、
公
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て
・
開
発
途
上
国
の
権
利
で
も
な
け

れ
ぱ
、
自
動
的
に
資
金
の
還
流
壽
こ
る
も
の
で
も
な
い
．
貸
し
手
側
は
、
借
皐
の
経
糞
－
フ
ォ
↓
ン
ス
を
馨
し
・
ま
た
・
贈

与
の
揚
合
を
除
き
、
返
済
が
必
要
で
あ
る
ゆ
え
、
借
り
手
の
信
用
度
が
検
討
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
世
界
銀
行
の
一
九
八
○
年
か
ら
八
四
年
ま
で
の
五
年
間
の
各
国
別
累
積
融
籍
配
分
額
を
従
属
変
数
と
し
て
・
薙
2
刷
述
の
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表2重回帰分析の結果

　　　Adjusted

R2　　　R2 SER N

（1）　TOTAL＝

（2）　IBRD＝

（3）　TOTALIGDP＝

（4）IDA＝

（5）　TOTAL＝

（6）　TOTAL＝

（7）　TOTAL＝

一292．4　十〇．016GDP　　十〇．152RESERVES

（129．9）寧（0．003）　　（0・062）

　　　　　　十2．6270DA

　　　　　　　（0．368）

一150．4　十〇．015GDP　　十〇．127RESERVES

　（94。5）（0．002）　　（0・045）

　　　　　　十1．2230DA

　　　　　　　（0．268）

　　62．912－o．1651》GNP　十〇，6400DAIGDP

　　（12．444）（0．066）　　（0・170）

　284．3　－3．581PGNP　十〇。3430DA

　　（49．9）（0．815）　　（0・086）

一159，3　十1．049GDP　　十〇．4060DA

（106．5）（0．439）　　（0・114）

　　　　　　十78．683MILITARY

　　　　　　　（44．179）

　　316。5　十1．392GDP　　十〇、4210DA

（172．1）（0．474）　　（0・111）

　　　　　　一48．338BUSINESS

　　　　　　　（25．794）

一269．538十21．022GDP　　十〇．136RESERVES

0．755　0．744　796．9　69

0．768　0，757　579，6　69

0．442　0．423　37．2　61

0．441　0．414　158，0　47

0．677　0．620　147。9　21

0．682　0，626　146，7　21

0．753　0．735　850．5　62

ひ
〇
一



。q

q
　
駕
応
齢
誕
　
聯
母
駅
慮
琳
張
暉
ー

（8）　TOTAL＝

（g）　TOTALIGDPニ

（149・047）（4・119）　　（0．072）

　　　　　　　十2・5570DA　　－0．098EXPORTS　TO　U．S。

　　　　　　　　　（0・402）　　（0．067）

一225・826十29・532GDP　　十2。6330DA　　　　　　　　　O。763

（141・100）（3．512）　　（O，384）

　　　　　　　一〇2011MPORTS　FROM　U．S．
　　　　　　　　　（O。070）

　　63．818－o。194PGNP　十〇．3910DAIGDP　　　　　o．569

（11・925）（O，060）　　（0．162）

　　　　　　　一39．6221MPORTS　FROM　U．S．／TOTAL　IMPORTS
　　　　　　　　（29．165）

　　　　　　　十〇．053TOTAL　IMPORTS／GDP
　　　　　　　　（0，014）

＊Standarderr・rofc・e伍cient。
SER＝standardeτr。r・fthere即essi。n．
D、W．コDurbin．Watson　statistic．

ε誰諾認r灘D富o器s1；童碧mittedduring－by－t・y・

ODA＝bilatemIODAreceivedbyac・但ntryfr。mDACc。untriesi。、98、．
RESERVESiac・untry’sgr。ssintematin91reserves．
IBRD；thev・1ume・fIBRD1・ansac・untryreceives，

鑑繰臨謙蹴惚多ヂt・ft・ta1Bank1・an…・unt・y…eivest・GDP・

留灘磁a撒儲蹴e，鼎誇．霊，£念2・…t・i・・ac・unt・yreceiv・・t・GDP・

MILITARY＝theleve1・fmilitary－civilianc。11nict．
BUSINESS＝theleve1・frestrict、。ns。nbusiness．
EXPORTSTOU・S・＝ac・untry・st・talexp。rtst。theU．S．
1MPORTSFRO蜘・S・一ac・untry・st・t巳1imp。rtsfr。mtheU．S，

撒灘む蹴灘A認E舗鵡艦、望、踊1臨譜・…f・・m・h・U・S・

0．751

O．539

825，7

33．0

62

62

tototalimports

O
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世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化

公
式
的
基
準
に
関
連
し
た
諸
変
数
を
独
立
変
数
と
し
て
、
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
も
と
よ
り
、
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
は
、
統
計
的
分
析

と
と
も
に
、
定
性
的
判
断
を
も
お
こ
な
っ
て
お
り
、
計
量
分
析
だ
け
で
、
モ
デ
ル
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
．
一
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、

信
用
度
等
の
基
準
は
・
あ
る
憂
水
準
以
上
あ
段
＋
分
と
み
馨
れ
る
よ
う
套
因
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
独
立
変
数
と
従

属
変
数
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
線
形
だ
け
で
な
く
、
非
線
形
の
揚
合
も
検
討
し
た
。

分
析
結
果
は
表
（
2
）
の
と
奢
で
蒙
方
程
式
（
・
）
董
び
（
2
）
が
示
芝
と
は
、
各
国
へ
の
貰
銀
行
の
融
猛
（
－
B

R
D
・
ー
ン
と
I
D
A
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
合
計
額
）
、
お
よ
び
各
国
へ
の
I
B
R
D
の
融
資
額
の
大
枠
は
、
短
期
的
な
信
用
度
（
変
数
は

旨
富
旨
銭
8
巴
H
8
。
暑
霧
）
、
長
期
的
な
信
用
度
（
変
数
は
G
D
P
）
と
他
の
資
金
の
入
手
可
能
性
（
変
数
は
D
A
C
に
よ
る
二
国
間
O

D
A
額
）
に
よ
っ
て
、
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
経
済
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
す
変
数
は
、
有
意
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
分
析
か
ら
、
．
｝
の
要
因
は
国
別
資
金
配
分
に
余
り

影
響
を
与
え
な
い
と
判
断
す
る
の
は
短
絡
的
で
あ
ろ
う
．
む
し
ろ
、
経
済
パ
多
オ
ー
マ
ン
ス
は
優
れ
て
判
断
的
な
基
準
で
あ
り
、
統
計

的
変
数
で
的
確
に
表
す
の
が
困
難
で
あ
る
た
め
と
解
す
ぺ
き
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
要
因
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
、

個
々
の
事
例
を
検
討
し
て
、
判
断
す
ぺ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
ハ
イ
チ
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ギ
ニ
ア
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
中
央
ア

フ
リ
カ
は
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
十
分
な
借
り
入
れ
資
格
が
あ
る
の
に
、
経
済
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
理
由
に
、
融
資
が
認
め
ら
れ
な
か

っ（

。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
お
よ
び
チ
ャ
ド
は
、
国
内
不
安
や
戦
争
の
た
め
に
、
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
い
と
判
断
さ
れ
、
融
資

　
　
　
　
　
　
　
パ
ユ

が
停
止
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
・
国
際
準
備
（
冒
8
旨
鋒
δ
葛
マ
霧
R
〈
窃
）
、
お
よ
ぴ
G
D
P
の
係
数
は
と
も
に
正
で
あ
り
、
信
用
度
が
高
い
ほ
ど
、
世
界
銀
行
か

ら
の
融
資
額
も
多
い
、
と
い
う
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
D
A
C
諸
国
か
ら
の
二
国
間
O
D
A
に
つ
い
て
は
、
係
数
が
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
D
A
C
諸
国
か
ら
供
与
さ
れ
る
O
D
A
が
多
い
国
ほ
ど
、
世
界
銀
行
か
ら
も
よ
り
多
く
の
融
資
を
受
け
て
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い
る
の
で
あ
る
。
D
A
C
諸
国
に
よ
る
O
D
A
の
配
分
と
の
関
係
で
は
、
世
界
銀
行
は
「
最
後
の
貸
し
手
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
を

に
は
相
乗
り
現
象
（
富
区
宅
お
9
＆
①
9
）
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
I
D
A
資
金
は
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
三
ケ
国
に
極
度
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
三
ケ
国
で
、
六

〇
⊥
ハ
四
年
繕
、
全
体
の
七
三
％
、
六
五
⊥
ハ
九
年
は
杢
％
、
七
㌣
七
四
年
は
四
七
％
、
七
五
－
七
九
年
は
五
四
％
・
そ
し
て
八

O
I
八
四
年
に
お
い
て
も
、
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
．
こ
設
、
貧
困
度
（
℃
・
§
冨
。
る
と
合
が
・
D
A
に
と
り
極
め
董

要
な
配
分
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
三
ケ
国
の
特
徴
に
全
体
の
分
析
結
果
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ら
三
国
を
除
く
I
D
A
の
借
入
国
を
対
象
と
し
て
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
結
果
は
、
や
は
り
貧
困
度
の
指
標
で
あ
る
一
人
当
た
り
G
N

P
と
、
他
か
ら
の
資
金
入
手
可
能
性
を
示
す
D
A
C
奮
の
・
D
A
の
憂
数
奢
意
と
な
・
た
．
す
な
わ
ち
・
、
D
A
の
資
金
配
分
の

揚
合
に
も
、
D
A
C
諸
国
に
よ
る
O
D
A
供
与
と
の
、
「
相
乗
り
」
現
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
「
相
乗
り
」
現
象
に
っ
い
て
、
若
干
の
議
論
を
し
て
お
き
た
い
。
世
界
銀
行
協
定
は
、
市
揚
で
の
条
件
で
借
入
れ
が
可
能
で
な

い
国
に
対
し
て
、
世
界
銀
行
が
融
資
を
行
う
と
定
め
、
民
間
資
金
と
の
関
係
に
お
い
て
、
世
界
銀
行
の
役
割
を
「
最
後
の
貸
し
手
」
と
し

て
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
こ
の
役
割
は
次
第
に
拡
大
解
釈
さ
れ
、
他
2
国
間
援
助
と
の
関
係
髪
い
て
も
甚
界
銀
行

は
「
最
後
の
貸
し
手
」
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
二
国
間
援
助
と
の
「
相
書
」
嚢
に
対
し
て
も
・
世
界
銀
行

は
「
最
後
の
貸
し
手
」
と
し
て
の
役
割
を
超
え
て
い
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
救
斑
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
銀
行
の
資
金
量
を
民
間
資
金
を
も
含
む
国
際
的
な
資
金
移
転
全
体
の
な
か
で
見
る
と
、
世
界
銀
行
だ
け
で
、
開

発
援
助
間
題
に
関
し
て
、
量
的
に
＋
分
な
効
果
を
与
え
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
髪
い
こ
と
緕
ら
か
で
あ
る
・
む
し
ろ
二
国
間
誘
と

蓬
携
し
て
い
娑
け
れ
ば
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ー
は
弱
い
の
で
あ
る
．
こ
の
点
に
昔
す
る
と
、
「
相
乗
り
」
現
象
は
三
国
間
援
助
と
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の
競
合
と
見
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
な
援
助
機
関
と
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
な
援
助
機
関
の
協
力
関
係
の
表
れ
で
あ
る
、
と
解
釈

す
る
ほ
う
が
良
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
上
記
の
回
帰
式
の
説
明
率
は
必
ず
し
も
高
い
わ
け
で
は
な
く
、
ま
だ
改
善
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ア
｝
れ
は
、
公
式
的
な
基

準
以
外
の
要
因
も
ま
た
、
世
界
銀
行
の
資
金
配
分
に
影
響
を
与
え
て
い
る
事
を
示
唆
し
て
い
る
。

世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化

二
　
内
圧
モ
デ
ル

　
経
済
開
発
援
助
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
財
政
・
経
済
・
社
会
的
要
因
に
加
え
て
、
行
政
的
．
政
治
的
要
因
を
も
融
資
決
定
の

際
に
考
慮
せ
ざ
る
を
得
ず
、
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
は
実
際
に
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
と
見
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
界
銀
行
が
あ

る
特
定
の
政
治
的
目
的
達
成
の
た
め
に
融
資
を
す
る
、
と
は
考
え
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
世
界
銀
行
の
政
治
的
中
立
性
は
疑
わ

な
い
。

　
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
、
経
済
的
目
的
達
成
の
た
め
に
、
自
発
的
に
政
治
的
要
因
を
も
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、

内
圧
モ
デ
ル
と
呼
べ
る
。
あ
る
い
は
、
世
界
銀
行
に
と
っ
て
の
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
．
モ
デ
ル
と
見
て
も
よ
い
。
ま
た
、
国
際
シ

ス
テ
ム
と
の
関
係
で
は
、
ち
ょ
う
ど
、
政
経
分
離
を
前
提
と
す
る
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
体
制
の
衰
退
に
呼
応
し
て
、
世
界
銀
行
の

開
発
戦
略
が
変
化
し
、
さ
ら
に
、
国
別
配
分
の
基
準
も
変
化
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
り
、
政
経
が
不
可
分
に
な
っ
て
き
た
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど

政
治
経
済
モ
デ
ル
と
も
い
え
る
。

　
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
が
関
心
あ
る
政
治
的
要
因
と
は
、
世
界
銀
行
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
う
え
で
障
害
と
な
る
よ
う
な
政
治
的
要

因
で
あ
り
、
ま
た
、
世
界
銀
行
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
そ
っ
た
マ
ク
・
経
済
政
策
の
改
革
を
妨
害
す
る
要
因
、
さ
ら
に
は
、
世
界
銀
行
の
融
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど

目
的
の
一
っ
で
あ
る
民
間
投
資
の
増
大
を
阻
止
す
る
よ
う
な
要
因
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
紛
争
研
究
や
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
研
究
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の
成
謬
参
考
に
す
る
と
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
蓄
が
考
え
ら
雛
．
ま
た
・
政
治
的
要
因
の
デ
ー
タ
化
に
関
し
て
は
・
さ
ま
ざ
ま
高

題
が
あ
る
．
し
か
し
、
政
治
的
デ
ー
タ
の
収
集
自
体
が
こ
の
研
究
の
忠
課
題
で
髪
い
の
で
奨
証
分
析
で
は
・
コ
ッ
プ
リ
ン
と
オ
ー

レ
ア
リ
ー
の
作
成
し
た
デ
そ
ブ
ッ
ク
を
用
い
（
煙
．
こ
の
デ
ー
タ
・
ブ
ッ
ク
は
客
国
政
治
藩
の
嵩
家
に
対
す
宰
ペ
イ
D
デ

F
タ
か
ら
作
成
さ
れ
て
お
り
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
う
ス
ク
と
し
て
、
①
政
治
的
菱
度
、
②
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
制
限
・
③
経
攣
ζ

ナ
リ
ズ
ム
、
④
文
民
輩
の
翌
、
⑤
緊
縮
プ
・
グ
ラ
ム
、
⑥
派
閥
主
義
と
⑦
国
内
紛
争
の
七
つ
の
要
因
叢
呈
げ
て
い
る
・
ポ
リ
テ

ィ
カ
ル
．
リ
ス
ク
を
多
面
的
に
見
て
い
る
長
所
が
あ
る
反
面
、
サ
ン
プ
薮
が
途
上
国
に
関
し
て
少
奈
・
と
い
う
欠
点
が
あ
る
・

公
式
モ
デ
ル
の
分
析
で
有
意
で
あ
っ
秀
程
式
に
、
ポ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
－
ス
ク
の
変
警
加
え
て
・
分
析
を
行
つ
（
解
そ
し
て
・
文
民

ー
軍
の
対
立
を
示
菱
数
、
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
制
約
に
関
す
る
変
数
を
用
い
霧
合
に
・
有
意
籍
果
葎
ら
れ
た
（
式
（
4
）

と
（
5
）
）
．
す
な
わ
ち
、
文
民
と
軍
の
対
立
が
激
し
い
揚
合
に
は
、
そ
の
分
、
世
界
銀
行
の
融
資
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
・
ま
た
・
外

資
に
対
す
る
制
約
が
多
い
ほ
ど
、
融
資
は
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ラ
テ
ン
．
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
、
い
ず
れ
の
国
も
一
様
に
文
早
軍
対
立
が
激
し
い
が
、
同
時
に
重
債
務
国
で
も
あ
る
と
の
考
え
か
ら
・

真
の
要
因
は
債
務
で
あ
り
、
文
民
壷
対
立
の
変
数
が
強
い
影
響
与
え
て
い
る
と
い
う
の
は
見
せ
か
け
の
相
関
で
は
な
い
か
・
と
い

う
疑
問
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
．
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
、
こ
墾
の
回
帰
式
簾
霧
状
況
裏
わ
す
変
数
が
含
蕊
て
奮
・

霧
の
与
え
る
影
響
す
で
に
コ
ン
ー
・
ル
え
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
、
文
民
ー
軍
対
立
に
関
す
る
原
デ
↓
覧
る
と
・
ラ
テ

ン
．
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
間
に
も
、
か
な
り
数
値
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
一
様
薮
値
奮
い
わ
け
で
袋
い
・
こ
れ
ら
の
こ
と
薯
え
る

と
、
見
せ
か
け
の
相
関
で
は
な
い
と
い
え
る
。

喜
、
回
帰
式
の
残
差
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
の
国
家
に
対
す
る
融
資
額
に
つ
い
て
興
味
あ
る
解
釈
が
得
ら
砦
・
を
え

ぱ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
チ
ー
は
、
公
式
モ
デ
ル
で
は
、
推
定
値
よ
り
も
融
資
禦
少
な
か
っ
た
．
す
な
わ
ち
・
そ
の
窮
峯
の
羨
か
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ら
判
断
す
れ
ば
、
も
う
少
し
多
額
の
融
資
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
、
両
国
に
お
け
る
文
民
と
軍
の
対
立
か
ら
生
じ
る
政

治
的
不
安
定
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
反
対
に
、
た
と
え
ば
韓
国
の
揚
合
、
文
民
と
軍
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
と
、
融
資
額
は
よ
り
少

額
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
企
業
活
動
に
対
す
る
制
約
と
い
う
要
因
に
関
し
て
、
開
放
的
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
世
界
銀
行
は
韓
国
に

対
し
て
は
、
公
式
モ
デ
ル
で
の
推
定
値
よ
り
も
多
く
の
額
を
融
資
レ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
世
界
銀
行
の
非
政
治
性
の
原
則
に
反
し
て
、
文
民
－
軍
対
立
に
よ
る
政
治
的
不
安
定
性
や
、
外
資
政
策
と
い
っ
た
借

入
国
の
政
治
的
・
政
策
的
要
因
は
、
世
界
銀
行
の
国
別
配
分
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
以
下
の
二
点
が
指
摘
で
き

る
。　

第
一
に
、
世
界
銀
行
の
支
援
す
る
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
し
、
経
済
的
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
は
、
融
資
の
準
備
の
際
に
、
内
圧
モ
デ

ル
の
い
う
と
お
り
、
行
政
的
・
政
治
的
要
因
を
考
慮
す
る
必
要
性
が
認
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
過
去
に
お
い
て
も
、
世
界
銀

行
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
が
経
済
的
な
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
は
、
政
治
的
な
安
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。
内
乱
や
紛
争
、

ク
ー
デ
タ
ー
等
に
よ
る
政
治
的
混
乱
の
た
め
に
、
世
界
銀
行
が
融
資
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
こ
と
も
多
い
。
チ
ャ
ド
の
内
乱
や
エ
チ
オ
ピ
ア

の
内
戦
は
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
国
有
化
問
題
が
世
界
銀
行
の
融
資
決
定
に
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
世
界
銀
行
で
は
、

外
資
企
業
の
国
有
化
に
対
し
て
、
適
切
な
保
証
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
、
が
融
資
を
検
討
す
る
際
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
政
治
的
混
乱
や
外
資
規
制
政
策
の
問
題
は
、
従
来
は
、
あ
く
ま
で
信
用
度
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
「
融
資

の
決
定
は
経
済
的
要
因
の
み
に
基
づ
く
」
と
い
う
非
政
治
性
の
原
則
に
抵
触
し
な
い
で
済
ま
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
O
年
代

に
入
る
と
、
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
開
発
戦
略
と
し
て
、
制
度
開
発
、
お
よ
び
調
整
融

資
を
強
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
原
因
は
、
民
間
企
業
が
、
世
界
銀
行
に
対
し
て
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
の
保
証
者
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
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（
1
8
）

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
N
I
E
O
運
動
の
影
響
を
受
け
て
、
途
上
国
の
外
資
政
策
が
厳
し
く
な
り
、
ド
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
国
有
化
に
代
わ
り
、
い
わ
ゆ
る
忍
び
寄
る
収
用
（
R
8
豆
轟
臼
屈
o
冥
す
江
o
昌
）
が
増
大
し
、
民
間
投
資
家
に
と
り
、
非

商
業
的
リ
ス
ク
が
増
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
バ
ン
ク
・
オ
ブ
．
ア
メ
リ
カ
出
身
の
ク
・
i
セ
ン
総
裁
は
、
世
界
銀
行
の
機
能
を
、
途
上
国
へ
の
民
間
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

金
の
流
入
を
促
進
す
る
触
媒
（
カ
タ
リ
ス
ト
）
と
し
て
規
定
し
た
。
「
カ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の
世
界
銀
行
」
は
、
新
し
い
概
念
で
は
な
く
、

そ
も
そ
も
世
界
銀
行
協
定
に
お
い
て
、
世
界
銀
行
の
活
動
目
的
は
民
間
資
金
の
開
発
途
上
国
へ
の
移
転
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
銀
行
協
定
締
結
時
に
お
い
て
は
、

こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
世
界
銀
行
は
経
済
的
要
因
を
考
慮
し
て
資
金
を
供
与
す
れ
ば
よ
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
今

日
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
非
商
業
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
障
を
も
供
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
そ
こ
で
、
世
界
銀
行
は
、
ま
ず
、
民
間
銀
行
と
の
協
調
融
資
の
拡
大
に
乗
り
出
す
。
商
業
銀
行
で
は
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
を
含
む

カ
ン
ト
リ
ー
．
リ
ス
ク
研
究
が
盛
ん
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
商
業
銀
行
と
の
協
調
融
資
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
世
界
銀
行
も
ま
た
、
ポ
リ

テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
に
敏
感
に
な
っ
て
い
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
次
に
、
非
商
業
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
証
を
提
供
す
る
多
数
国
間
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

保
証
機
関
（
M
I
G
A
）
を
一
九
八
五
年
一
〇
月
に
設
立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
世
界
銀
行
は
、
資
金
配
分
を
行
う
際
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

以
前
に
も
ま
し
て
、
非
商
業
的
、
特
に
行
政
・
政
治
的
要
因
に
注
意
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
　
外
圧
モ
デ
ル

　
公
式
モ
デ
ル
、
内
圧
モ
デ
ル
の
い
ず
れ
も
、
世
界
銀
行
の
政
治
的
中
立
性
（
世
界
銀
行
は
経
済
的
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
融
資
を
行

う
の
で
あ
り
、
特
定
の
政
治
的
目
的
を
有
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
）
を
前
提
と
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
モ
デ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
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政
府
が
、
世
界
銀
行
事
務
局
に
対
し
て
、
そ
の
国
別
資
金
配
分
に
関
し
て
圧
力
を
か
け
、
世
界
銀
行
は
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
と
仮
定
す
る

　
　
　
　
（
2
3
）

も
の
で
あ
る
。
世
界
銀
行
の
設
立
経
緯
、
出
資
比
率
と
加
重
投
票
制
、
そ
し
て
、
総
裁
は
歴
代
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
見
解
が
出
さ
れ
る
。
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
か
ら
見
た
場
合
に
は
、
外
圧
モ
デ
ル
と
呼
べ
る
。

　
世
界
銀
行
資
金
の
国
別
配
分
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
に
つ
い
て
、
実
証
的
に
分
析
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
パ
ワ
ー
の
概
念
に
つ

い
て
、
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
パ
ワ
ー
ソ
ー
ス
と
結
果
に
対
す
る
影
響
力
の
区
分
が
必
要
で
あ
る
。
総
務
会
や
理
事
会
に
お

け
る
加
重
投
票
制
に
基
づ
く
投
票
権
は
、
一
っ
の
パ
ワ
ー
ソ
ー
ス
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
と
実
際
の
影
響
力
（
結
果
に
対
す
る
影
響
力
）
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

間
に
は
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
も
頻
繁
で
あ
る
。
第
二
に
、
パ
ワ
ー
ソ
ー
ス
に
関
し
て
も
、
ル
ー
ル
を
決
定
あ
る
い
は
変
更
す
る
た
め
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
構
造
的
パ
ワ
ー
）
と
、
与
え
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
動
す
る
と
き
に
行
使
で
き
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

パ
ワ
ー
の
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。
第
三
に
、
バ
ワ
ー
ソ
ー
ス
の
行
使
の
形
態
に
関
し
て
も
、
理
事
会
に
お
い
て
実
際
に
反
対
投
票
を
行

う
と
い
う
よ
う
な
、
直
接
的
な
行
動
に
で
る
場
合
（
現
実
の
行
動
を
通
じ
た
圧
力
）
も
あ
れ
ぱ
、
ス
タ
ッ
フ
の
側
か
ら
米
国
の
意
図
を
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

測
し
て
自
制
す
る
、
す
な
わ
ち
・
ー
ン
の
提
案
を
控
え
る
揚
合
（
予
想
さ
れ
る
反
応
か
ら
生
じ
る
圧
力
）
も
あ
る
。

　
以
上
の
パ
ワ
ー
概
念
を
用
い
な
が
ら
、
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
有
す
る
パ
ワ
ー
ソ
ー
ス
、
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
の
対
世
界
銀
行
政
策
の

目
標
、
そ
し
て
、
第
三
に
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
パ
ワ
ー
ソ
ー
ス
を
用
い
て
、
上
記
の
目
標
を
ど
の
程
度
達
成
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
問

題
を
分
析
し
、
世
界
銀
行
資
金
の
国
別
配
分
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
を
検
討
す
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
ソ
ー
ス
と
し
て
、
ま
ず
、
総
務
会
お
よ
び
理
事
会
に
お
け
る
投
票
権
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
I
B
R
D
の
揚

合
、
一
九
四
八
年
度
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
三
四
％
の
投
票
権
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
増
資
の
度
に
投
票
権
は
減
少
し
て
い
る
（
表

3
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
世
界
銀
行
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
は
低
下
し
て
い
る
、
と
の
見
解
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た

と
お
り
、
パ
ワ
ー
ソ
ー
ス
の
低
下
は
、
必
ず
し
も
結
果
に
対
す
る
影
響
力
の
縮
小
に
つ
な
が
ら
な
い
。
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　　　　　表3主要国の投票権（％）

FY　1948　　　　FY　1970　　　　　　　F『Y　1980　　　　　　　　FY　1989

IDAIBRDIBRD　 IDAIBRD　　IBRD　　IDA

17．40

9．30

6．91

5。81

3．83

16．33

9．43

7．29

6．99

4。76

21．49

5．63

6．62

7．37

3．88

21。11

5。30

5．32

7．82

5．31

25．28

2．83

4，34

10．47

4．34

24。53

3．07

5．02

10．10

4．14

33．91
国
本
独
国
ス

　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
ロ
フ

米
日
西
英
フ
i英　　国　　　14．04

フランス　　　　5．83

出典多世界銀行，年報（各号）

　
さ
ら
に
、
リ
レ
ー
シ
日
ナ
ル
・
パ
ワ
ー
と
構
造
的
パ
ワ
ー
の
概
念
を
用
い
る
と
、
ア
メ
リ
カ

は
投
票
権
の
減
少
に
よ
り
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ワ
ー
は
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
な

お
、
構
造
的
パ
ワ
ー
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
す
な
わ
ち
、
従
来
は
、
世
界
銀
行
の

協
定
と
い
う
ル
ー
ル
の
変
更
に
は
、
八
○
％
多
数
が
必
要
で
あ
り
、
二
〇
％
以
上
の
投
票
権
を

有
す
る
ア
メ
リ
カ
は
、
拒
否
権
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
八
年
の
増
資
が
議

論
さ
れ
た
時
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
現
存
の
二
〇
％
を
超
え
る
投
票
権
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

応
分
の
財
政
負
担
が
必
要
に
な
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
資
金
的
余
裕
は
な
い
、
と
い
う
問
題
に

直
面
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、
今
後
は
、
世
界
銀
行
協
定
の
修
正
に
は
八
五

％
多
数
が
必
要
で
あ
る
、
と
協
定
を
変
更
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
増
資
を
認
め
、
か
つ
投
票
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

の
減
少
を
了
承
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
投
票
権
は
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
、
自
国
の
希
望
通
り
に
世
界
銀
行
協
定
を
変
更
す
る
と
い
う
構
造
的
パ

ワ
ー
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
今
後
も
、
一
五
％
以
上
の
投
票
権
を
有
す
る
限

り
、
世
界
銀
行
協
定
変
更
に
関
し
て
、
拒
否
権
と
い
う
構
造
的
パ
ワ
ー
を
継
続
し
て
保
持
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
注
目
す
ぺ
き
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
ソ
ー
ス
は
、
協
定
に
基
づ
き
、
世
界
銀
行

本
部
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
慣
例
に
よ
り
、
世
界
銀
行
総

裁
は
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
総
裁
人
事
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

領
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
世
界
銀
行
と
の
情
報
交
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換
や
影
響
力
行
使
の
う
え
で
、
他
国
に
は
な
い
有
利
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
世
界
銀
行
政
策
の
目
標
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
行
政
府
が
期
待
す
る
こ
と
は
、

ま
ず
、
世
界
銀
行
が
、
ア
メ
リ
カ
の
二
国
間
援
助
の
補
助
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
、
次
に
、
民
間
企
業
の
活
動
と
競
合
せ
ず
、
む
し
ろ

こ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
一
九
八
二
年
の
財
務
省
報
告
書
、
お
よ
び
会
計
検
査
院
報
告
書
は
、
ア
メ
リ
カ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

目
的
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
者
に
関
し
て
は
、
一
九
七
七
年
以
降
、
世
界
銀
行
が
開
始
し
た
エ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

ル
ギ
i
融
資
に
対
し
て
極
め
て
批
判
的
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
は
、
民
間
企
業
の
関
心
も
強
く
、
世
界
銀
行
の
参
加
が
不
要
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

ば
か
り
か
、
多
く
の
途
上
国
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
i
関
連
企
業
の
国
有
化
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
批
判
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
八
O
年
代
に
入
り
、
原
油
価
格
が
下
落
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
民
間
企
業
の
関
心
が
低

下
し
た
た
め
、
こ
の
批
判
は
お
さ
ま
っ
た
。

　
第
三
番
目
で
、
し
か
も
最
も
重
点
を
置
か
れ
た
目
標
は
、
世
界
銀
行
資
金
の
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
年
毎
に
増

資
を
行
う
I
D
A
へ
の
拠
出
金
に
加
え
、
I
B
R
D
が
増
資
を
行
う
と
、
保
有
す
る
投
票
権
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
応
分
の
出
資
を
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
も
は
や
、
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
目
標
の
た
め
に
、
ま
ず
世
界
銀
行
の
融
資
対
象
国
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
の
も
と
、
一
九
八
二
年
度
の
理
事
会
は
、
経
済
発
展
レ
ペ
ル
が
一
定
水
準
に
達
し
た
開
発
途
上
国
は
世
界
銀
行
か
ら
「
卒
業
」
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

と
い
う
原
則
を
確
認
し
、
こ
の
原
則
を
積
極
的
に
適
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
折
し
も
八
二
年
度
以
降
、
本
来
、
「
卒
業
」

政
策
の
対
象
と
な
る
べ
き
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
を
中
心
に
、
累
積
債
務
問
題
が
深
刻
化
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
そ

の
態
度
を
次
第
に
変
化
さ
せ
、
世
界
銀
行
が
債
務
問
題
解
消
の
た
め
に
構
造
調
整
、
部
門
調
整
融
資
を
拡
大
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
八
八
年
増
資
以
後
も
、
ア
メ
リ
カ
は
拒
否
権
を
保
持
で
き
る
よ
う
に
世
界
銀
行
協
定
を
変
更
す
る
こ
と
を
条
件
に
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増
資
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
投
票
権
（
パ
ワ
i
・
シ
ェ
ァ
リ
ン
グ
）
と
財
政
負
担
（
バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
の
問
題
を
ひ
と
ま

　
　
　
　
　
（
3
3
）

ず
解
決
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鱗
）

　
世
界
銀
行
に
対
す
る
圧
力
と
い
う
点
で
ア
メ
リ
カ
行
政
府
と
と
も
に
重
要
な
ア
ク
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ
議
会
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
議
会
の

世
界
銀
行
に
対
す
る
関
心
は
、
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
高
ま
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
出
資
し
て
い
る
国
際
組
織
が
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

権
抑
圧
国
に
資
金
供
与
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
た
と
え
ぱ
、
多
く
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
権
威
主
義
的
政
府
に
対
す
る
融
資
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
マ
ル
コ
ス
政
府
に
対
す
る
世
界
銀
行
融
資
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
八
九
年
の
天
安
門
事
件
後
の
対
中
国
融
資

の
再
開
に
批
判
的
で
あ
る
。
他
方
、
保
守
派
は
、
小
さ
な
政
府
主
義
か
ら
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
総
裁
時
代
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
二

ー
ズ
政
策
を
社
会
主
義
的
・
福
祉
的
で
あ
る
と
し
て
、
批
判
し
た
。

　
さ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
ど
の
程
度
、
そ
の
対
世
界
銀
行
政
策
の
目
的
を
達
成
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
も
ち
ろ
ん
資
金

配
分
の
ほ
か
、
増
資
問
題
や
資
材
調
達
問
題
、
さ
ら
に
加
盟
国
問
題
等
を
も
検
討
し
て
、
総
合
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

こ
で
は
、
ま
ず
、
国
別
配
分
の
揚
合
を
検
討
す
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
が
直
接
に
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
関
与
す
る
理
事
会
に
お
け
る
投

票
行
動
の
分
析
と
、
結
果
に
対
す
る
影
響
力
を
み
る
た
め
に
、
世
界
銀
行
融
資
の
パ
タ
ー
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
・
援
助
の
パ
タ
ー
ン
の

比
較
を
行
っ
た
。

　
世
界
銀
行
設
立
当
初
は
、
米
国
の
反
対
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
融
資
プ
ラ
ン
は
、
理
事
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
前
に
取
り
下

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
世
界
銀
行
は
、
「
予
想
さ
れ
る
米
国
の
反
応
」
か
ら
圧
力
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
J
・

マ
ッ
ク
・
イ
総
裁
は
、
一
九
四
八
年
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
す
る
融
資
案
を
準
備
し
て
い
た
が
、
米
国
が
反
対
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

た
め
に
、
理
事
会
提
出
を
断
念
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
融
資
案
は
、
通
常
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
制
で
承
認
さ
れ
る
、

と
い
う
慣
行
が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
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野
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e
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濤
］
闇
価
皆
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圧
治
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＆
聾
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2
諄
一
〇
岳
一
卜
山
≦
の
o
蔓
O
o
口
g
＝
o
p
一
暮
雪
ロ
暮
一
〇
冨
一
客
g
o
鼠
蔓
p
ロ
島
累
ロ
p
g
一
毘
b
o
凱
9
霧
、
N
蕊
零
昌
ミ
魯
蓉
執
、
き
黛
蓉
o
（
｝
ロ
β
奉
一
男
o
℃
o
旨

　
　
8
け
げ
o
帽
お
の
試
o
ロ
幹
伽
ロ
幽
8
一
げ
o
O
o
ロ
o
q
話
器
）
、

　
し
か
し
、
七
〇
年
代
後
半
以
降
に
な
る
と
、
理
事
会
で
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
融
資
案
に
対
す
る
反
対
・
棄
権
投
票
が
目
立
っ
よ
う
に
な

っ
て
き
た
（
表
4
）
。
一
九
七
二
年
か
ら
七
四
年
の
間
は
、
反
対
・
棄
権
投
票
は
せ
い
ぜ
い
四
回
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
七
五
年
に
は

一
四
回
、
そ
の
後
も
七
九
年
を
除
き
、
毎
年
一
〇
回
以
上
の
反
対
・
棄
権
投
票
を
行
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
そ
の
理
由
を
公
表
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

て
お
り
、
そ
れ
ら
は
経
済
的
な
も
の
、
政
治
的
な
も
の
、
お
よ
び
人
権
に
関
す
る
も
の
に
大
別
で
き
る
。
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ま
ず
、
経
済
的
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
案
が
対
費
用
効
果
で
疑
問
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
七

五
年
に
は
、
こ
の
理
由
か
ら
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ァ
に
対
す
る
五
つ
の
融
資
案
に
反
対
投
票
を
行
っ
た
。
石
油
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
は
世
界
銀
行
の
借
入
国
の
地
位
を
卒
業
し
、
民
間
か
ら
資
金
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
国
有
化

に
お
い
て
適
切
な
保
証
を
し
て
い
な
い
国
へ
の
融
資
や
、
民
間
企
業
と
利
益
が
競
合
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
へ
の
反
対
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
は
、
一
九
七
二
年
か
ら
八
五
年
の
間
に
、
こ
の
理
由
に
基
づ
い
て
、
エ
チ
オ
ピ
ァ
に
対
す
る
一
七
の
融
資
案
に
反
対
・
棄
権
を
行
っ
て

い
る
。
第
三
は
、
八
二
年
度
以
降
に
増
大
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
が
、
借
入
国
の
マ
ク
・
経
済
政
策
が
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
銀
行
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
も
注
文
を
つ
け
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
、
イ
ン
ド
が
核
拡
散
防
止
条
約
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
ア
メ
リ
カ
の
理
事
は
七
四
年
か
ら
七
七
年
の
間
、
全
て
の
対

イ
ン
ド
融
資
案
に
対
し
て
、
反
対
投
票
を
行
っ
た
。
直
接
的
に
は
、
七
五
年
の
修
正
対
外
援
助
配
分
法
に
基
づ
く
行
動
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
政
治
的
理
由
に
基
づ
く
反
対
投
票
は
、
明
ら
か
に
、
融
資
決
定
の
非
政
治
性
（
第
四
条
一
〇
項
）
を
規
定
し
た
世
界
銀
行
協
定
に

違
反
す
る
行
為
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
融
資
対
象
国
に
お
け
る
人
権
侵
害
を
理
由
と
す
る
反
対
・
棄
権
投
票
も
多
い
。
フ
ォ
ー
ド
政
権
時
代
に
、
ビ
ノ
チ
ェ
ッ
ト
政

権
下
の
チ
リ
に
対
す
る
融
資
案
が
ア
メ
リ
カ
議
会
で
問
題
と
な
り
、
議
会
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
世
界
銀
行
理
事
会
に
お
け
る
反
対
投
票
を
政

府
に
求
め
た
が
、
結
局
、
フ
ォ
ー
ド
政
権
は
、
世
界
銀
行
融
資
案
を
支
持
し
た
。
カ
ー
タ
i
政
権
で
は
、
人
権
と
融
資
の
問
題
を
検
討
す

る
委
員
会
を
組
織
し
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
決
定
を
行
う
方
式
を
採
用
し
た
。
カ
ー
タ
i
時
代
に
、
一
三
ケ
国
に
対
す
る
三
九
の

融
資
案
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
人
権
抑
圧
を
理
由
に
反
対
・
棄
権
投
票
を
行
っ
て
い
る
。
一
三
ケ
国
の
中
に
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
諸
国
や
ア
ジ
ァ
の
権
威
主
義
的
な
国
に
加
え
、
七
八
年
以
降
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ェ
ー
メ
ン
人
民
共
和
国
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ

と
イ
デ
オ
・
ギ
ー
的
に
対
立
す
る
国
も
あ
り
、
人
権
抑
圧
と
い
う
公
式
的
理
由
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
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以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
、
反
対
・
棄
権
投
票
を
行
っ
て
き
た
が
、
し
か
し
、
結
果
は
、
い
ず
れ
の
揚
合
に
も
融
資
案

件
は
他
の
理
事
の
支
持
を
得
て
成
立
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
側
が
、
ア
メ
リ
カ
の
反
対
を
予
想
す
る
と
、
自
発
的

に
融
資
案
の
理
事
会
提
出
を
控
え
る
、
と
い
う
形
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、
十
分
に
目
的
を
達
成
で
き
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
ア
メ
リ
カ
の

反
対
が
予
想
さ
れ
て
も
、
融
資
案
は
理
事
会
に
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
ア
メ
リ
カ
は
、
理
事
会
で
敢
え
て
反
対
の
意
思
表
示
を
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
、
・
i
ン
の
成
立
を
阻
止
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
は
低
下

し
た
か
に
見
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
の
低
下
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
銀
行
理
事
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会
で
の
投
票
行
動
は
、
多
分
に
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
り
ベ
ラ
ル
派
や
保
守
派
の
世
界
銀
行
批
判
に
合
わ
せ
た
行
動
で
あ
り
、
国
内
向
け
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

ー
ズ
で
あ
る
側
面
も
強
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
天
安
門
事
件
以
後
の
対
中
国
融
資
の
停
止
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
行

政
府
が
本
気
で
取
り
組
ん
だ
揚
合
に
は
、
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
も
、
中
国
へ
の
融
資
案
の
理
事
会
提
出
を
見
合
わ
せ
、
よ
う
や
く
、
九
〇

年
二
月
に
人
道
的
目
的
に
限
定
し
た
対
中
融
資
を
理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
さ
て
、
個
々
の
国
へ
の
融
資
に
関
し
て
は
と
も
か
く
、
全
体
と
し
て
見
た
揚
合
、
世
界
銀
行
の
国
別
資
金
配
分
は
、
ア
メ
リ
カ
の
貿

易
．
援
助
政
策
を
補
完
す
る
効
果
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
5
を
見
る
と
、
世
界
銀
行
の
大
口
融
資
国
と
ア
メ
リ
カ
の
O
D
A

の
大
口
受
け
取
り
国
、
貿
易
国
は
か
な
り
重
複
し
て
お
り
、
概
ね
、
世
界
銀
行
の
資
金
配
分
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
パ
タ

ー
ン
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
と
の
経
済
関
係
を
示
す
変
数
を
、
公
式
モ
デ
ル
に
加
え
て
み
た
が
、
必
ず
し

も
有
意
な
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
と
の
経
済
関
係
が
強
い
か
ら
世
界
銀
行
は
そ
の
国
へ
の
融
資
を
強
化
す
る

と
い
う
よ
う
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
、
あ
る
い
は
世
界
銀
行
は
ア
メ
リ
カ
の
国
益
に
貢
献
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
別
資
金
配
分
と
セ
ク
タ
i
別
配
分
の
分
析
結
果
を
あ
わ
せ
て
、
後
に
総
合
的
に
検
討
す
る
。

　
（
1
）
　
横
田
、
前
掲
書
。

　
（
2
）
主
な
ソ
ー
ス
は
、
世
界
銀
行
『
年
次
報
告
』
、
『
I
D
A
l
歴
史
と
回
顧
』
（
一
九
八
二
年
）
、
二
三
－
二
六
頁
。

　
（
3
）
　
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
。
一
九
八
三
年
八
月
。

　
（
4
）
■
。
勺
『
。
ω
仲
『
①
・
．
．
目
一
。
国
8
一
。
零
。
＝
ぎ
巧
。
ま
切
雪
『
g
8
膏
凶
昌
昏
冨
の
昏
①
暮
鎖
＆
浮
く
ぎ
馨
。
導
巴
勺
。
一
ξ
こ
（
浮
，
∪
し

　
　
良
。
。
ω
。
『
馨
一
。
昌
－
国
＆
凶
四
昌
鱒
q
巳
＜
①
邑
ぐ
》
一
〇
〇
。
N
y
℃
や
8
－
o
い
。
守
窪
轟
｝
一
・
ヨ
一
も
篭
も
罫
℃
」
0
9

　
（
5
）
　
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
一
九
八
三
年
。

　
（
6
）
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
I
B
R
D
へ
の
加
盟
は
、
こ
の
基
準
と
の
関
係
で
問
遁
に
な
っ
た
。
当
時
の
I
B
R
D
借
入
国
か
ら
の
「
卒
業
」
基
準
は
、
二

　
　
六
五
〇
ド
ル
（
八
○
年
度
表
示
）
で
あ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
八
一
年
の
統
計
で
、
既
に
二
一
〇
〇
ド
ル
に
達
し
て
お
り
・
加
盟
よ
り
も
・
む
し
ろ
・
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も
う
卒
業
が
議
論
さ
れ
る
経
済
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
債
務
状
況
を
考
慮
し
て
、
一
九
八
二
年
七
月
に
、
I
B
R

　
　
D
へ
の
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。

（
7
）
　
以
下
の
六
九
力
国
を
対
象
と
し
た
。
ω
弩
屯
且
9
戸
卑
三
ε
貫
乞
名
葺
切
目
日
迎
冨
p
F
ζ
巴
帥
≦
一
｝
試
貫
q
鴇
区
費
ω
ロ
ヨ
且
陣
堕
q
毛
R

　
　
＜
o
一
声
カ
ミ
睾
α
p
一
＆
芦
o
り
o
目
巴
鼻
↓
き
N
彗
一
費
田
巴
9
即
凶
ピ
彗
犀
p
切
目
芦
9
葺
邑
≧
誉
撃
菊
①
讐
窪
p
o
り
一
R
声
び
8
器
・
2
お
8

　
　
勺
p
置
ω
5
p
o
り
区
き
噂
↓
o
α
q
p
O
げ
彗
辞
閑
窪
旨
℃
ω
Φ
尾
の
巴
闇
蜜
曽
『
一
訂
巳
p
＜
o
日
窪
＞
声
げ
幻
6
呂
一
一
p
勺
8
℃
一
〇
、
の
O
o
日
o
。
田
梓
一
〇
菊
①
讐
げ
浮
o
㌦

　
　
鴫
。
目
。
p
置
σ
①
畦
貫
一
区
g
a
p
■
。
ω
0
9
ρ
ω
o
一
三
費
コ
o
＆
・
β
の
｝
N
p
ヨ
げ
5
凝
も
戸
層
ω
巴
く
騨
α
o
び
↓
げ
巴
一
雪
倉
↓
ぎ
℃
堅
凶
唱
3
聲
℃
8
轟

　
　
2
睾
〇
三
ロ
郵
冒
0
3
。
8
’
裟
α
Q
亀
F
N
目
げ
暮
≦
o
層
9
琶
臼
o
o
P
勺
8
豆
o
、
ω
園
o
冒
9
。
o
鴨
O
o
夷
ρ
O
畠
仲
①
日
巴
帥
｝
℃
。
三
闇
閃
2
銭
o
び
甘
ヨ
蝕
β

　
↓
冨
9
g
臨
．
7
0
一
β
O
o
巨
巳
8
菊
名
号
一
す
9
δ
目
げ
ダ
↓
…
一
ω
貫
O
畠
鼠
空
鼻
↓
目
ぎ
累
噛
o
o
旨
5
冒
＆
帥
p
勺
賀
お
轟
ざ
目
巴
騨
脇
芦

　　

轟
B
F
＞
蒔
且
p
ω
田
臥
一
・
ヨ
畏
一
8
・
℃
o
洋
轟
旦
＞
お
㊦
算
ぎ
P
O
匡
P
＜
品
量
讐
5
d
旨
α
Q
琶
ざ
O
器
9
9
但
し
、
式
（
1
）
に
関
し
て
は
、

　
　
オ
ー
ト
ボ
ル
タ
、
ソ
マ
リ
ア
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
モ
ー
リ
タ
一
一
ア
、
イ
エ
ー
メ
ン
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
、
レ
ソ
ト
、
ガ
テ
マ
ラ
、
お
よ
び
コ
ロ
ン
ビ
ア
を

　
除
く
六
一
力
国
を
サ
ン
プ
ル
と
し
た
。
ま
た
、
I
D
A
か
ら
の
資
金
供
与
額
を
分
析
対
象
と
す
る
場
合
は
、
一
人
当
た
り
G
N
P
が
一
、
二
〇
〇
ド

　
　
ル
以
下
の
国
を
対
象
と
し
た
。
具
体
的
に
は
以
下
の
国
で
あ
る
。
国
9
一
ε
貫
Z
9
鼻
ω
奪
ヨ
P
竃
巴
凶
層
三
巴
帥
三
一
N
曽
F
d
窓
口
量
噂
切
葺
巨
鼻

　
q
署
R
く
9
貫
勾
≦
彗
匹
p
u
o
o
日
聾
P
↓
塁
畠
三
p
9
3
p
属
巴
9
即
一
び
撃
ざ
噛
ω
魯
旦
9
簿
邑
＞
田
鼻
盟
窪
箪
募
g
o
｝
Z
お
9

　
b
畏
蜂
即
P
誓
盆
P
↓
o
α
Q
P
O
び
彗
碧
囚
g
旨
り
o
り
g
お
鼻
窯
帥
ξ
一
欝
巳
2
鴫
o
ヨ
雪
≧
昌
菊
名
暮
一
す
℃
U
勾
9
く
o
目
。
P
匿
訂
鼠
P
ヲ
亀
目
o
ゆ
貫

　
　
ω
o
一
三
p
寓
o
＆
巽
銘
N
曾
ヨ
げ
戸
団
鍵
冥
》
国
o
o
巴
く
＆
o
さ
↓
鼠
澄
且
》
↓
ぎ
勺
茎
一
署
ぎ
。
ω
－
℃
巷
轟
2
睾
〇
三
口
o
♪
蜜
0
3
8
p
N
目
げ
ぎ
藷
一

　
〇
帥
ヨ
R
o
9
！
0
9
⑳
P
O
舞
8
ヨ
巴
P
℃
R
F
帥
昌
α
国
昌
呂
o
づ
デ
ー
タ
・
ソ
ー
ス
は
、
↓
募
薫
自
蜀
ゆ
帥
昌
F
ミ
ミ
ミ
b
ミ
匙
愚
§
恥
ミ
葡
尽
o
ミ

　
　
（
己
。
。
矯
）
四
区
○
国
O
P
鯨
魂
ミ
篭
ミ
“
ミ
O
帖
箋
尊
ミ
軌
§
黛
窯
蓉
§
執
ミ
主
o
§
む
ξ
旨
O
魯
§
黛
亀
q
§
ミ
篭
恥
9

（
8
）
　
世
界
銀
行
、
『
I
D
A
I
歴
史
と
過
去
』
、
二
五
頁
。

（
9
）
　
同
上
、
二
五
頁
。

（
1
0
）
≦
…
p
き
Ω
ぎ
。
餌
且
蜜
9
0
一
霧
o
o
②
茜
①
P
3
ミ
，

（
1
1
）
浮
ヨ
ざ
筆
ミ
・
も
」
。
倉
騨
区
㌍
。
ギ
。
弩
⑦
も
＞
ミ
も
℃
・
。
㌣
。
u
・
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（
1
2
）
　
R
．
マ
ク
ナ
マ
ラ
総
裁
時
代
に
強
調
さ
れ
た
べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
二
ー
ズ
政
策
が
べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ニ
ー
マ
ン
・
二
ー
ズ
関
連
の
公

　
共
事
業
の
拡
大
に
貢
献
し
た
の
に
対
し
て
、
ク
・
ー
セ
ン
総
裁
が
強
化
し
た
構
造
調
整
融
資
政
策
は
、
民
間
活
力
の
利
用
を
重
視
し
、
政
府
支
出
の

　
削
減
を
目
指
す
点
で
、
対
立
的
に
解
釈
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
圧
モ
デ
ル
は
、
む
し
ろ
、
両
者
の
連
続
性
を
見
る
。
す
な
わ
ち
、
マ

　
ク
ナ
マ
ラ
総
裁
の
時
代
は
、
政
経
分
離
の
原
則
は
根
強
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
、
経
済
援
助
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
借
入
国
の
政

　
治
的
要
因
を
も
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
も
、
そ
れ
は
国
際
的
に
許
容
・
認
知
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
非
経
済

　
的
要
素
と
し
て
、
社
会
的
要
因
ま
で
を
強
調
す
る
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
が
べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
二
ー
ズ
政
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ク
ロ

　
；
セ
ン
が
総
裁
を
務
め
た
八
○
年
代
に
な
る
と
、
経
済
の
政
治
化
現
象
は
一
層
深
化
し
、
政
経
不
可
分
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

　
こ
で
、
借
入
国
の
社
会
的
要
因
か
ら
、
さ
ら
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
行
政
的
な
制
度
開
発
や
、
政
治
的
コ
ス
ト
を
伴
う
マ
ク
・
経
済
政
策
の
改

　
革
に
ま
で
、
世
界
銀
行
が
関
与
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

（
聡
）
一
。
ぎ
＞
・
＝
o
一
器
p
、
、
薯
。
＆
評
鼻
日
。
9
巳
£
窃
h
o
『
0
2
暮
q
野
曽
一
轟
け
一
9
、
．
ぼ
ω
3
9
呂
軍
o
。
＆
目
婁
、
軋
醤
§
亀
鳶
§
亀
聖
審

　
き
b
匙
乳
o
黛
蒜
O
ミ
ミ
篭
塁
（
Z
o
毛
＜
o
詩
u
勺
β
o
⑳
o
J
一
〇
N
o
。
y
℃
℃
、
o
o
o
o
1
8
甲

（
鈎
）
　
国
際
政
治
学
に
お
い
て
紛
争
の
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
化
は
進
ん
で
お
り
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
O
O
℃
∪
》
ω
（
↓
箒
O
o
呂
算
雪
q
零
臼
8

　
u
舞
o
ω
馨
犀
y
≦
田
ω
（
↓
ぎ
萎
o
『
ざ
国
く
①
暮
ω
一
暮
①
β
往
8
0
り
弩
＜
o
図
y
o
男
丙
0
2
（
↓
7
①
o
o
ヨ
窓
轟
ユ
く
o
閃
爲
①
曽
『
3
9
3
①
国
＜
。
導
ω
o
｛

　
2
駐
o
霧
ギ
ε
。
9
）
等
が
あ
る
。
ま
た
、
民
間
企
業
に
よ
る
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
の
測
定
方
法
に
関
し
て
は
、
ω
ε
9
9
民
o
耳
ぎ
卑
巴
‘

．
．
臣
Φ
＞
ω
の
①
器
幕
昌
貫
呂
国
邑
鼻
喜
。
囲
2
g
－
。
§
。
邑
。
野
爵
g
幕
爵
身
言
。
『
一
§
年
墓
3
浮
ぎ
『
p
蔓
寄
℃
葺
．
く
。
ミ
ミ

　
魚
国
ミ
ミ
醤
ミ
焼
§
ミ
切
§
焼
§
跨
恥
ミ
§
3
ω
冥
冒
o
q
、
曽
ヨ
日
①
『
一
〇
〇
〇
〇
璽
℃
や
8
1
≒
．

（
1
5
）
た
と
え
ば
、
o
還
国
夷
．
．
国
く
婁
9
昌
§
量
・
・
目
冥
。
馨
ぎ
邑
量
§
舅
o
§
邑
更
喜
9
＆
言
嘗
豊
霧
、
、
ミ
辱

　
醤
ミ
焼
§
ミ
砺
ミ
ミ
題
O
貸
ミ
、
ミ
§
＜
o
一
，
器
｝
ロ
9
ρ
一
〇
〇
。
P
℃
℃
。
お
㍗
一
ミ
・

（
1
6
）
ミ
…
帥
ヨ
0
8
一
言
p
＆
霞
3
m
①
一
Q
い
串
『
ざ
㌧
。
ミ
魯
ミ
ミ
⇔
討
き
↓
ミ
ミ
黛
㌔
誉
9
§
ミ
驕
這
。
。
隔
（
い
o
呂
o
ヨ
野
3
5
9
契
℃
・
σ
7

　
凶
8
鼠
o
昌
ω
－
一
〇
〇
〇
い
）
■

（
1
7
）
　
以
下
の
二
ニ
カ
国
を
サ
ン
プ
ル
と
し
た
。
＞
お
。
馨
冒
欝
ゆ
o
一
貯
貫
ω
β
N
芦
O
ゴ
一
す
O
言
コ
P
O
o
一
〇
ヨ
げ
芦
0
8
3
裂
8
・
ぎ
象
2
一
民
9
9
鼻
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oり

窟
9

（　　（　　（　 （　　（
22　21　20　19　18
）　　）　　㌧■　）　　）

　
国
o
器
p
蜜
σ
p
①
『
貫
評
寄
斤
帥
p
9
①
霞
一
ξ
ロ
冨
。
。
堕
勺
。
『
ε
。
p
巴
噛
℃
。
β
臣
巴
一
畢
ρ
↓
仁
『
ぎ
ざ
ぎ
α
Q
o
ω
野
芦
N
巴
『
ρ
磐
α
N
餌
包
玄
野

桜
井
雅
夫
『
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
ス
ク
』
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
、
五
三
ー
五
七
頁
。

世
界
銀
行
『
年
次
報
告
（
一
九
八
五
）
』
、
五
〇
頁
。

↓
げ
o
名
o
ユ
α
ω
雪
F
G
o
嵩
ミ
§
き
恥
（
お
o
。
O
y

一
九
八
八
年
四
月
に
発
効
。

今
日
に
お
い
て
も
、
世
界
銀
行
が
関
与
す
る
の
は
、
経
済
関
連
の
問
題
で
あ
り
、
非
政
治
性
の
原
則
に
ふ
れ
な
い
と
い
う
立
揚
を
崩
し
て
い
な

　
い
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
に
入
り
、
東
欧
に
対
す
る
金
融
支
援
問
題
で
、
借
り
入
れ
国
の
民
主
的
政
治
制
度
確
立
へ
の
コ
、
・
、
ッ
ト
を
融
資
の
際
の
政

治
的
条
件
と
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
り
、
い
よ
い
よ
公
式
的
に
も
非
政
治
性
の
原
則
が
議
論
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
第
五
節
参
照
。

（
2
3
）
↓
§
超
寓
ρ
旨
。
さ
』
蔑
§
ぎ
憾
恥
ミ
§
§
（
ぎ
目
8
身
。
『
夢
”
評
お
・
5
ω
o
o
貫
這
Σ
y
℃
・
郵
費
＆
国
量
㊤
『
α
菊
・
喝
『
一
①
α
㊤
且

＝
撃
蔓
o
’
○
語
p
『
富
、
ミ
ミ
恥
ぎ
融
県
誉
モ
ミ
ミ
b
ご
§
む
（
≦
霧
三
夷
ε
p
o
・
ρ
”
望
。
卑
。
。
ざ
昌
σ
p
㎝
H
昌
ω
鼻
暮
凶
。
p
一
。
。
。
N
）
も
や
Q
盛
恥
・

（
2
4
）
　
切
旨
8
ヌ
勾
島
器
芦
．
．
↓
箒
冒
嵩
a
邑
島
9
器
9
く
帥
巳
ω
三
お
寓
品
o
ヨ
8
冤
．
．
｝
署
』
o
o
。
－
曽
“
・

（
2
5
）
o
。
9
目
ω
舞
お
ρ
砺
ミ
携
§
戚
ミ
ミ
ミ
象
』
醤
一
ミ
着
織
§
畿
§
む
噛
ミ
鵯
§
ミ
§
ミ
さ
§
“
ミ
騨
§
。
ミ
（
卜
。
且
。
日
曳
暮
。
『
娼
ロ
σ
一
一
切
ザ
①
昼

　
這
o
o
o
o
y
℃
℃
■
N
斜
I
N
摯

（
2
6
）
　
K
・
J
・
ホ
ル
ス
テ
ィ
、
宮
里
政
玄
訳
『
国
際
政
治
の
理
論
』
（
勤
草
書
房
、
一
九
七
二
年
、
二
五
九
ー
二
六
一
頁
。

（
2
7
）
　
世
界
銀
行
、
『
年
次
報
告
（
一
九
八
七
）
』
。

（
2
8
）
　
最
近
の
例
と
し
て
、
ク
ロ
ー
セ
ン
総
裁
が
、
I
B
R
D
増
資
に
と
も
な
う
ア
メ
リ
カ
の
財
政
負
担
の
増
大
は
回
避
し
た
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
政

　
府
の
期
待
に
応
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
八
六
年
に
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
ク
ロ
ー
セ
ン
総
裁
の
再
選
を
拒
否
し
た
。
言
凶
9
国
。
一
P

　
o
り
3
g
算
g
、
．
醤
。
悶
o
蒙
。
騨
＝
困
o
一
窃
o
崩
巨
｛
①
。
。
昇
∈
o
『
こ
切
曽
鼻
一
）
『
。
邑
。
旨
の
、
、
5
［
睾
『
雪
8
0
0
・
コ
爵
。
一
の
梓
①
ぢ
a
‘
諄
ミ
誉
き
、
富

　
q
ミ
、
＆
之
ミ
焼
§
輪
夢
§
§
（
U
旨
誇
ヨ
”
O
爵
①
⊂
臣
＜
①
邑
ぐ
ギ
窃
∫
一
〇
〇
。
o
。
）
層
毛
・
鴇
N
I
鴇
O
・

（
2
9
）
亭
①
ご
旨
亀
ω
翼
①
ω
目
お
霧
賃
実
o
¢
一
）
貧
墓
一
・
ρ
q
§
ミ
9
ミ
塁
、
ミ
ミ
骨
ミ
§
き
誉
ミ
ミ
ミ
ミ
塁
ミ
導
鯉
馬
§
§
恥
ミ
切
§
討
き

　
き
恥
ミ
o
。
禽
｝
℃
℃
．
ミ
ー
ひ
頓
・
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（
3
0
）
⊂
・
ω
・
o
。
屡
菖
。
旨
。
；
ぎ
ギ
。
婁
9
ぎ
穿
§
帖
ミ
§
魚
誉
ミ
ミ
ミ
ヒ
。
§
語
馬
§
畦
卜
§
ミ
鳶
ぎ
鷺
§
－
一
。
。
。
ピ

（
3
1
）
り
①
。
自
。
『
。
蜜
。
『
騨
昌
・
．
、
u
。
8
仲
ぎ
ぎ
『
ざ
守
爵
ぎ
＜
。
ρ
ヵ
。
一
①
ヨ
け
箒
9
一
帥
且
o
霧
切
鼠
暴
も
－
～
”
．
円
壽
G
ミ
§
§
～
。
ミ
ミ
黛

　
　
ミ
ミ
ミ
切
誤
篤
ミ
郵
旨
－
ど
9
昔
鴨
。
。
。
N
も
，
U
ピ

（
犯
）
　
世
界
銀
行
、
『
年
次
報
告
（
一
九
八
二
）
』
三
六
頁
。

（
3
3
）
　
ア
メ
リ
カ
は
、
第
一
回
目
の
増
資
（
六
五
－
六
八
年
）
以
来
、
毎
回
、
拠
出
が
支
払
い
期
限
に
間
に
合
わ
ず
、
I
D
A
の
円
滑
な
運
営
に
障
害

　　

な
っ
て
い
る
。
園
冤
o
O
昏
ぎ
P
↓
ぎ
∈
9
罷
ω
勲
鼻
賃
＆
R
押
冨
0
2
帥
目
巽
即
雪
創
》
ミ
・
Ω
き
の
昌
（
一
》
、
℃
P
田
占
タ

（
3
4
）
勾
。
σ
窪
身
犀
．
．
卑
輿
凶
お
豪
詳
爵
．
、
き
ミ
寒
ミ
§
を
ρ
参
一
。
。
。
一
も
℃
■
一
。
£
N
。
，

（
3
5
）
　
石
井
修
「
米
国
の
人
権
外
交
の
理
念
と
現
実
」
『
国
際
問
題
』
一
九
九
〇
年
六
月
、
特
に
三
五
－
三
六
頁
。

（
3
6
）
厘
轟
区
。
。
・
ぎ
ω
8
曽
＆
幻
。
ぴ
象
国
・
＞
の
ξ
』
．
富
モ
ミ
ミ
b
。
§
言
§
＆
ミ
§
§
昼
（
≦
p
ω
一
・
＝
酋
。
p
u
ー
ρ
”
醤
Φ
切
H
。
。
喜
鵯

　
ぎ
ω
二
葺
叶
凶
g
）
し
鶏
ρ
や
o
。
9

（
3
7
）
d
・
。
。
毫
豊
。
邑
占
言
。
q
o
昌
鼠
ざ
こ
昌
旨
註
。
邑
§
更
婁
費
＆
問
鼠
呂
巴
霊
一
。
豆
ミ
ミ
§
§
ミ
罰
§
§
（
＞
9
量

尋
。
『
＝
。
豪
ギ
。
昌
隻
即
呂
8
仲
箒
o
。
茜
①
紹
す
諄
。
巴
吋
聾
）
（
矩
霧
ぎ
α
Q
ε
p
p
o
■
賄
g
。
。
6
。
＜
。
ヨ
幕
再
田
注
お
o
浮
。
）
。

r
霧
ω
号
。
・
一
貫
、
．
℃
。
ま
β
国
。
8
。
巨
8
る
且
q
・
ω
・
評
註
。
督
二
。
三
・
冨
・
一
什
黄
。
邑
u
¢
＜
。
一
。
旨
§
什
岳
・
訂
、
．
ミ
ミ
ミ
誉
ミ
o
薦
§
？

　
恥
ミ
噛
§
一
ま
占
し
o
o
。
卜
。
い
毛
’
鵠
γ
鴇
“
。

（
3
8
）
ω
9
2
一
貫
。
憾
・
ミ
‘
℃
、
頴
軌
’

　　

　　

　　

N
　
セ
ク
タ
ー
別
資
金
配
分
の
分
析

三
っ
の
モ
デ
ル
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世
界
銀
行
の
融
資
は
、
そ
の
形
態
か
ら
、
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
融
資
と
プ
・
グ
ラ
ム
融
資
に
分
類
で
き
、
前
者
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ュ
ア
ー
関
連
の
セ
ク
タ
i
、
生
産
関
連
の
セ
ク
タ
ー
、
貧
困
緩
和
政
策
関
連
の
セ
ク
タ
ー
が
あ
り
、
後
者
は
、
構
造
調
整
融
資
、
部
門

調
整
融
資
、
お
よ
ぴ
災
害
等
に
対
す
る
緊
急
融
資
に
分
類
で
き
る
。
世
界
銀
行
の
開
発
戦
略
が
、
六
〇
年
代
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ュ
ァ
i
関
連
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
中
心
主
義
か
ら
七
〇
年
代
の
貧
困
緩
和
政
策
の
強
化
、
そ
し
て
、
八
O
年
代
の
調
整
融
資
の
拡
大
、
と
い

う
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
と
考
え
る
と
、
セ
ク
タ
ー
別
配
分
の
変
化
と
は
、
応
に
世
界
銀
行
の
開
発
戦
略
の
変
化
を
意
味
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
セ
ク
タ
ー
別
配
分
に
関
す
る
政
策
、
あ
る
い
は
開
発
戦
略
は
、
ま
ず
、
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
の
調
査
・
分
析
に
基
づ
き
、
総
裁
を
中
心

と
す
る
執
行
部
が
理
事
会
に
提
案
す
る
。
こ
れ
を
、
理
事
会
が
審
議
・
決
定
す
る
、
と
い
う
手
続
き
で
形
成
さ
れ
る
。
実
際
に
、
ど
の
ア

ク
タ
ー
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
三
つ
の
見
解
が
あ
る
。

　
①
理
事
会
主
導
型
モ
デ
ル
。
世
界
銀
行
を
自
立
的
な
国
際
組
織
と
い
う
よ
り
も
、
政
府
間
組
織
と
捉
え
、
大
口
出
資
国
、
と
く
に
ア
メ

リ
カ
政
府
が
、
開
発
戦
略
の
形
成
に
関
し
て
強
い
影
響
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
見
方
。
国
別
配
分
に
関
す
る
外
圧
モ
デ
ル
の
考
え
方
で
あ

る
。　

②
総
裁
主
導
型
モ
デ
ル
。
理
事
会
は
、
確
か
に
世
界
銀
行
の
増
資
問
題
な
ど
で
は
重
要
な
議
論
の
揚
と
な
る
が
、
融
資
活
動
と
い
っ
た

事
業
活
動
に
関
し
て
は
、
総
裁
を
中
心
と
す
る
執
行
部
の
管
轄
事
項
で
あ
り
、
理
事
会
は
受
身
で
あ
る
と
見
る
。

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
第
一
に
、
世
界
銀
行
理
事
は
、
執
行
部
に
対
抗
で
き
る
だ
け
の
業
務
に
関
す
る
知
識
・
経
験
を
有
し
て
い
な
い
と
考

え
る
。
理
事
の
多
く
は
、
本
国
の
大
蔵
省
、
中
央
銀
行
か
ら
派
遣
さ
れ
、
せ
い
ぜ
い
四
－
五
年
間
ほ
ど
理
事
と
し
て
世
界
銀
行
に
関
与
す

る
一
時
滞
在
者
で
あ
り
、
世
界
銀
行
の
業
務
に
精
通
し
た
頃
に
は
帰
国
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
理
事
自
身
に
も
、
世
界
銀
行
業
務

に
余
り
深
く
関
与
す
る
意
思
が
な
い
、
と
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
理
事
の
大
半
が
、
融
資
活
動
と
い
っ
た
事
業
活
動
は
、
世
界
銀
行
総
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裁
を
中
心
と
す
る
執
行
部
の
管
轄
事
項
で
あ
り
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
が
世
界
銀
行
の
政
治
化
を
防
止
し
、
世
界
銀
行
業
務
の
「
効
率
」

を
高
め
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
③
事
務
局
主
導
型
モ
デ
ル
。
世
界
銀
行
事
務
局
は
巨
大
な
官
僚
組
織
で
あ
り
、
政
策
決
定
論
で
い
う
組
織
過
程
モ
デ
ル
が
妥
当
す
る
と

い
う
考
え
方
。
但
し
、
世
界
銀
行
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
世
界
銀
行
官
僚
に
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
特
性
と
、
財
政
専
門
家
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

エ
コ
ノ
、
・
・
ス
ト
、
お
よ
ぴ
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
い
う
専
門
家
と
し
て
の
特
性
の
二
面
性
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
と
し
て
、
実
験
的
な
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
も
成
功
率
の
高
い
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
を
好
む
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
総
裁

の
交
代
に
よ
り
し
ば
し
ぱ
新
政
策
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
政
策
の
変
化
に
対
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
抵
抗
は
強
く
、
結
果
と
し
て
、
実
際
の
融
資

の
パ
タ
ー
ン
は
、
漸
進
的
に
し
か
変
化
し
な
い
、
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
専
門
家
と
し
て
は
、
正
確
で
、
技
術
的
に
見
て
手
堅
く
、

目
的
が
明
確
で
そ
の
測
定
方
法
も
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
を
好
む
傾
向
が
強
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ

ュ
ー
マ
ン
・
二
ー
ズ
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
ー
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
う
を
好
み
、
ま
た
、
目

的
等
が
明
確
な
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
融
資
の
ほ
う
を
調
整
融
資
の
よ
う
な
プ
・
グ
ラ
ム
融
資
よ
り
も
志
向
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
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二
　
事
例
研
究
ー
調
整
融
資
政
策
を
め
ぐ
る
決
定
過
程

　
世
界
銀
行
の
開
発
戦
略
形
成
過
程
で
は
、
上
記
の
モ
デ
ル
の
い
ず
れ
が
妥
当
す
る
の
か
、
事
例
と
し
て
、
構
造
調
整
融
資
、
お
よ
ぴ
セ

ク
タ
ー
調
整
融
資
の
揚
合
を
と
り
あ
げ
、
検
討
す
る
。
調
整
融
資
と
は
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
改
善
や
制
度
開
発
（
一
嵩
暮
暮
δ
墨
一
U
o
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

＜
。
一
〇
℃
ヨ
。
再
）
を
め
ざ
す
中
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
ー
ン
で
あ
る
。
前
者
は
包
括
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
特
定
セ
ク
タ
ー
に
焦

点
を
あ
て
る
も
の
で
あ
る
。



　
世
界
銀
行
が
初
め
て
構
造
調
整
融
資
を
行
っ
た
一
九
八
○
年
以
来
、
今
日
ま
で
の
一
〇
余
年
間
は
、
構
造
調
整
融
資
の
初
期
（
一
九
八

O
I
八
二
）
、
構
造
調
整
融
資
と
と
も
に
部
門
別
調
整
融
資
に
本
絡
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
第
二
期
（
一
九
八
三
－
八
六
）
、
調
整

融
資
の
一
層
の
拡
大
の
た
め
に
組
織
改
革
を
行
っ
た
第
三
期
（
一
九
八
七
1
）
に
区
分
で
き
る
。

世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化

（
一
）
第
一
期
（
一
九
八
O
I
八
二
年
度
）

　
世
界
銀
行
は
、
R
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
総
裁
時
代
の
一
九
八
O
年
度
に
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
お
よ
び
ト
ル
コ
に
対
し
て
構
造
調
整
融
資

を
開
始
し
た
。
八
一
年
度
に
は
、
構
造
調
整
融
資
は
六
件
、
全
体
の
融
資
額
の
六
％
弱
と
な
り
、
ク
・
i
セ
ン
が
総
裁
と
な
っ
た
八
二
年

度
に
は
、
六
件
、
八
％
を
占
め
る
に
ま
で
増
大
し
て
い
っ
た
。

　
マ
ク
ナ
マ
ラ
の
構
造
調
整
融
資
に
対
す
る
関
心
は
、
基
本
的
に
は
開
発
戦
略
に
関
す
る
経
済
的
視
点
か
ら
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
二
ー
ズ
政
策
の
行
き
づ
ま
り
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
適
切
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
よ
る
支
援
と
、
開
発

関
連
機
関
の
運
営
能
力
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
ク
ロ
ー
セ
ン
も
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
と
同
様
の
認
識
を
有
し
て
い
た

が
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
と
違
い
、
公
営
企
業
の
民
間
化
に
代
表
さ
れ
る
、
民
活
路
線
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
公
共
支
出
の
抑
制
に
重
点
を
お
い

た
政
策
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
理
事
会
は
、
当
初
、
こ
の
構
造
調
整
融
資
に
対
し
て
、
慎
重
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
従
来
の
主
流
で

あ
る
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
・
・
ー
ン
に
対
し
て
、
構
造
調
整
融
資
は
プ
・
グ
ラ
ム
・
・
ー
ン
で
あ
り
、
目
的
が
漢
然
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
効
果
測
定
に
関
し
て
も
明
確
な
方
法
が
な
い
た
め
に
、
無
駄
使
い
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
開

発
途
上
国
は
、
世
界
銀
行
が
、
構
造
調
整
融
資
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
通
じ
て
、
借
入
国
の
マ
ク
・
経
済
政
策
に
関
与
す
る
こ

と
が
、
内
政
干
渉
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
主
張
し
た
。
第
三
に
、
先
進
国
側
は
、
ア
メ
リ
カ
を
筆
頭
に
、
新
規
の
・
ー
ン
の
開
始
が
先
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進
国
の
財
政
負
担
の
増
大
に
つ
な
祖
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
結
局
、
理
事
会
は
、
プ
・
グ
ラ
ム
・
・
ー
ン
は
、
融
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

額
全
体
の
一
〇
％
以
内
に
抑
え
る
、
と
い
う
枠
を
は
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
構
造
調
整
融
資
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
内
部
で
も
意
見
が
分
か
れ
た
。
ま
ず
、
開
発
戦
略
と
し
て
の
有
効
性
に
関
し
て
、
一
方
に
お
い

て
は
、
世
界
銀
行
の
経
験
に
基
づ
く
新
し
い
開
発
戦
略
と
し
て
、
調
整
融
資
の
必
要
性
を
説
く
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
反
対

に
、
ぺ
ー
シ
ッ
ク
．
ヒ
ュ
ー
マ
ン
．
二
i
ズ
政
策
の
支
持
者
は
、
調
整
融
資
が
、
公
共
支
出
の
削
減
に
よ
り
、
貧
困
層
を
切
り
捨
て
る
側

面
が
あ
る
と
し
て
、
批
判
し
た
。
ま
た
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
あ
る
い
は
財
政
専
門
家
と
し
て
の
立
揚
か
ら
、
プ
・
グ
ラ
ム
・
ロ
ー
ン
は
、
目

的
が
漢
然
と
し
て
お
り
、
ま
た
明
瞭
な
効
果
測
定
の
方
法
も
な
い
こ
と
か
ら
、
構
造
調
整
融
資
の
拡
大
に
懐
疑
的
に
な
る
も
の
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
有
す
る
官
僚
的
惰
性
か
ら
、
新
規
の
実
験
的
な
融
資
政
策
に
消
極
的
な
反
面
、
七
〇
年

代
の
マ
ク
ナ
マ
ラ
総
裁
時
代
に
飛
躍
的
に
増
大
し
た
融
資
資
金
を
い
か
に
処
理
す
る
か
、
と
い
っ
た
点
で
は
望
ま
し
い
融
資
政
策
で
あ
る

と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
見
解
の
相
違
は
、
組
織
と
し
て
は
、
主
に
、
地
域
局
に
お
け
る
プ
・
グ
ラ
ム
部
門
と
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
部
門
と
の
間
の
意
見

の
相
違
と
な
っ
て
現
れ
た
。
後
者
が
、
伝
統
的
に
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
融
資
を
担
当
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
前
者
は
、
従
来
、
借
入
国
の
分

析
は
行
う
が
、
融
資
に
は
直
接
関
与
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
構
造
調
整
融
資
を
開
始
・
拡
大
す
る
に
伴
い
、
カ
ン
ト
リ
ー
・
エ
コ

ノ
、
、
、
ス
ト
と
し
て
、
融
資
決
定
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
構
造
調
整
融
資
は
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
改
善
や
制
度
開
発
を
条
件
と
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
も
そ
も
、
世
界
銀
行
ス

タ
ッ
フ
に
こ
の
よ
う
な
政
策
提
言
を
行
う
能
力
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
や
、
I
M
F
と
世
界
銀
行
の
融
資
条
件
と
が
矛
盾
す
る
、
ク
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
さ
レ

ス
．
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
ど
う
防
ぐ
の
か
、
と
い
っ
た
間
題
が
議
論
さ
れ
た
。
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（
二
）
　
第
二
期
（
一
九
八
三
－
八
六
年
度
）

　
こ
の
時
期
に
、
世
界
銀
行
は
、
S
A
L
に
対
し
て
投
げ
か
け
ら
れ
た
問
題
点
の
改
善
を
図
っ
た
。
た
と
え
ば
、
プ
・
グ
ラ
ム
．
・
i
ン

の
拡
大
は
、
世
界
銀
行
ロ
ー
ン
の
質
の
低
下
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
に
応
え
る
べ
く
、
世
界
銀
行
の
政
策
提
言
に
関
す
る
借
入

世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化

表6世界銀行の調整融資（1979－87）

　　　　SALs　　　　Sector　adユustment　loans

　＄million　Percent　　　＄million　　　Percent

α331

5
o
”

1
．
1

　　0

4。4
8
．
5

10．3

14．0

19．5

　137

　　0

　641
1，318

1，475

2，283

3．452

5
．
8

8．2
8
．
9

7
．
0

1
．
1

3
．
7

3
．
8

　　　0

　305

　717
1，071

1，285

1，082

　163

　610

　665

1979

　　80

81

2
8
3
8
4
8
5
8
6
8
7

出典＝1707Z4βαπ乃ハ西82〃3“Lending　for　Adjustment　An　Update

　　Special　Repoτt，May1988，p，6．

国
の
努
力
を
、
次
回
の
融
資
を
決
定
す
る
際
に
重
要
視
す
る
こ
と
と
し
た
。
実

際
に
、
ボ
リ
ピ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ガ
イ
ヤ
ナ
は
こ
の
点
で
不
満
足
と
判
断
さ
れ
、

構
造
調
整
融
資
は
継
続
的
に
は
供
与
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
停
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
銀
行
と
借
入
国
と
の
政
策
対
話
を
一
方

的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
ま
た
、
基
本
的
に
は
価
格
5
8
幹
貯
鵠
と
市

揚
を
重
要
視
し
な
が
ら
、
一
貫
性
の
あ
る
政
策
提
言
を
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
世
界
銀
行
側
の
努
力
を
ど
う
評
価
す

る
か
、
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
見
解
が
あ
り
う
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
調
整
融
資
の
改
善
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
に
特
徴
的
な
こ

と
は
、
次
第
に
構
造
調
整
融
資
か
ら
セ
ク
タ
i
調
整
融
資
に
重
点
が
移
動
し
て

い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
構
造
調
整
融
資
は
、
八
三
年
度
に
は
融
資
額
全
体
の
九

％
、
八
四
年
度
に
は
七
％
を
占
め
る
が
、
八
五
年
度
に
は
一
％
、
八
六
年
度
も

四
％
弱
に
留
ま
っ
て
い
る
（
表
6
）
。
反
対
に
、
部
門
別
調
整
融
資
は
、
八
三

年
度
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、
融
資
額
全
体
の
四
％
強
、
八
四
年
度
に
は
八
、

五
％
、
そ
し
て
八
五
年
度
以
降
、
一
〇
％
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
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　表7世界銀行年報における
　非プ・ジェクト融資額（％）

　FY　1980　　　　　4．6

　　　　　81　　　　　　8．2

　　　　　82　　　　　　9．5

　　　　　83　　　　　　9．9

　　　　　84　　　　　　8．9

　　　　　85　　　　　　4，4

　　　　　86　　　　　　8．1

　　　　87　　　　　13．8

　　　　88　　　　　　8．8

　　　　89　　　　　16．0

出典：世界銀行『年次報告』（各年度）

九
八
三
年
度
以
降
、
常
に
、
構
造
調
整
融
資
と
部
門
別
調
整
融
資
の
合
計
値
は
、

年
報
の
統
計
上
は
、
八
七
年
度
と
八
九
年
度
を
除
き
、

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
は
、
構
造
調
整
融
資
は
基
本
的
に
は
緊
急
避
難
的
な
目
的
の
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
は
縮
小

さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
時
的
に
一
〇
％
枠
を
超
え
た
か
ど
う
か
は
余
り
問
題
で
は
な
い
と
し
て
い
（
琵
。
ま
た
、

理
事
会
側
も
八
二
年
度
に
、
プ
・
グ
ラ
ム
．
・
ー
ン
は
融
資
額
全
体
の
一
〇
％
以
内
に
抑
え
る
、
と
い
う
決
定
を
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、

累
積
債
務
問
題
が
深
刻
化
し
、
世
界
銀
行
の
調
整
融
資
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
る
一
方
で
あ
り
、
一
〇
％
枠
を
議
論
す
る
事
態
は
見
ら
れ

な
い
。

　
第
二
に
、
構
造
調
整
融
資
か
ら
部
門
別
調
整
融
資
へ
の
重
点
の
移
動
は
、
プ
・
グ
ラ
ム
・
ロ
ー
ン
の
国
別
配
分
パ
タ
ー
ン
を
大
き
く
変

化
さ
せ
た
。
構
造
調
整
融
資
の
国
別
配
分
パ
タ
ー
ン
を
、
一
九
八
O
年
度
か
ら
八
五
年
度
ま
で
の
累
積
額
で
見
る
と
、
世
界
銀
行
か
ら
の

融
資
額
と
関
係
が
深
く
、
世
界
銀
行
と
つ
な
が
り
の
強
い
国
が
構
造
調
整
融
資
を
受
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
部
門
別

　
こ
の
政
策
変
化
は
次
の
二
つ
の
結
果
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
第
一
に
、
プ
・
グ
ラ

ム
．
・
i
ン
は
一
〇
％
以
内
に
抑
え
る
、
と
い
う
理
事
会
決
定
を
、
事
実
上
、
無
視

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
世
界
銀
行
年
報
の
統
計
に
お
い
て
は
、

構
造
調
整
融
資
は
ノ
ン
・
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
、
す
な
わ
ち
プ
・
グ
ラ
ム
・
・
ー
ン
と
し

て
分
類
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
部
門
別
調
整
融
資
は
、
実
態
は
プ
・
グ
ラ
ム
・
・
ー

ン
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
統
計
上
は
あ
た
か
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ロ
ー
ン
で
あ

る
か
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
部
門
別
統
計
の
な
か
に
、
プ
・

ジ
ェ
ク
ト
．
・
i
ン
と
の
合
計
値
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
％
を
超
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
銀
行

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
．
・
i
ン
は
一
〇
％
枠
内
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
表
7
）
。
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　　　　　　　　　表8　ラテンアメリカ・カリブ地域諸国への調整融資

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（currentUS＄million）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SALs　　　　　　　Sector　adlustment　loans

　　　　　　　　　　　　　　　　（FY1980－87）　　　（FY1979－87）

　　　Argentina　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　85

　　　Bolivia　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　102

　　　Brazil　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　1155

　　　Chile　　　　　　　　　　　　　　500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　CostaRica　　　　80　　　　　　　　25
　　　Dominica　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　－

　　　Ecuador　　　　　－　　　　　　　　　100
　　　Guyana　　　　　　　　　22　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　Jamaica　　　191　　　　　　159
　　　Mexico　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　850

　　　Panama　　　　　　　　160　　　　　　　　　　　　　　－

　　　U四guay　　　　80　　　　　　　60
　　　T。tal　　　　IO87（18．4％）＊　　　3301（35・1％）

　　　Gran（1Tota1　　　　　5897　　　　　　　　　　　　　　9403

鹸＝TheW。rldBank，L8π伽9抑五4雌陥‘’4π嗣α‘8（四ρ7‘4刀励伽3・晦
　　1988）．

調
整
融
資
の
揚
合
、
七
九
年
度
か
ら
八
五
年
度
ま
で
の
累
積

額
で
見
る
と
、
重
債
務
の
中
進
国
に
主
に
供
与
さ
れ
る
傾
向

が
顕
著
で
あ
る
。
八
七
年
度
ま
で
の
累
積
額
で
見
る
と
、
ラ

テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
重
債
務
国
に
対
し
て
、
構
造
調
整
融
資

の
揚
合
、
そ
の
一
八
％
が
供
与
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
に
対

し
て
、
部
門
別
調
整
融
資
の
揚
合
、
そ
の
三
五
％
が
配
分
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
表
8
）
。

　
な
ぜ
、
構
造
調
整
融
資
か
ら
部
門
別
調
整
融
資
に
力
点
を

移
動
さ
せ
た
の
か
。
政
策
変
化
が
も
た
ら
し
た
結
果
を
参
考

に
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
構
造
調
整
融
資
は
、
そ
の
開
始
当
初
か
ら
、
対
象

国
数
を
限
定
す
る
方
針
が
採
ら
れ
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
点
が
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
プ
・
グ
ラ
ム
・
・
ー
ン
の
拡
大

に
対
し
て
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
構
造
調
整
融
資
は
、
一
時
的

な
も
の
で
あ
り
、
借
入
国
の
構
造
調
整
が
一
定
の
効
果
を
挙

げ
た
な
ら
ば
、
従
来
の
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
・
・
i
ン
主
体
の
融

資
活
動
に
戻
る
つ
も
り
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ラ
テ
ン
。

ア
メ
リ
カ
諸
国
の
債
務
問
題
の
深
刻
化
や
、
サ
ブ
．
サ
ハ
ラ
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地
域
の
経
済
危
機
に
よ
り
、
構
造
調
警
必
要
と
す
る
開
発
塗
国
は
増
え
る
芳
で
あ
つ
（
撃
そ
し
て
・
世
轟
行
に
よ
る
慮
覇

整
融
資
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
一
九
八
二
年
度
報
告
に
お
い
て
も
、
構
造
調
整
融
資
を
必
要
と
す
る
開
発
途
上
国
は
極
め
て
多
い
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
構
造
調
整
融
資
の
拡
大
に
対
し
て
は
、
全
融
資
額
の
一
〇
％
以
内
と
い
う
拘
束
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
拘
束
か
ら
逃
れ

る
た
め
に
、
部
門
別
調
整
融
資
が
注
目
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
経
済
開
発
の
観
点
か
ら
も
、
総
合
的
な
構
造
調
整
だ
け
で
な
く
、
よ
り
限
定

的
な
部
門
毎
の
調
整
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
八
三
年
度
か
ら
部
門
別
調
整
融
資
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
お
よ
び
商
業
銀
行
が
、
債
務
問
題
解
決
の
た
め
に
、
世
界
銀
行
に
対
す
る
期
待
を
高
め
る
の
に

応
じ
て
、
ク
ロ
ー
セ
ン
総
裁
は
、
部
門
調
整
融
資
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
へ
の
配
分
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。
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（
三
）
　
第
三
期
．
（
一
九
八
七
年
度
－
現
在
）

冗
八
七
隻
（
天
八
六
年
七
月
か
ら
翌
隻
ハ
月
ま
で
）
に
熱
裁
と
奪
た
元
米
国
下
院
誉
の
バ
ー
バ
！
コ
ナ
プ
ル
（
窄

げ
．
．
o
。
昌
騨
げ
一
。
y
は
、
世
界
銀
行
総
裁
に
就
任
す
る
と
、
同
年
一
〇
月
に
、
早
速
、
世
界
銀
行
の
組
織
改
革
を
準
備
す
る
よ
う
に
指
令
を

出
し
、
魂
年
百
に
タ
ス
ク
．
フ
ォ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
五
月
に
組
織
改
革
が
開
始
さ
れ
、
八
七
年
七
月
に
基
本
的

に
完
成
し
た
。

　
こ
の
組
織
改
革
の
目
的
は
、
世
界
銀
行
年
報
に
よ
れ
ば
、
生
産
部
門
向
け
の
個
別
投
資
か
ら
調
整
貸
し
付
け
の
政
策
へ
の
強
調
点
の
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

フ
ト
に
応
じ
る
よ
う
に
組
織
構
造
を
改
革
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
局
が
、
複
数
の
国
担
当
局
（
。
9
暮
曙

山
。
℃
騨
詳
日
。
昌
梓
）
虐
一
っ
の
技
術
局
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
別
の
視
点
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
国
担
当
局

は
、
か
つ
て
の
プ
・
グ
ラ
ム
部
門
（
℃
．
。
⑳
橿
騨
．
昌
e
＜
邑
9
）
で
あ
り
、
開
発
政
策
の
形
成
、
政
策
対
話
、
経
済
セ
ク
タ
i
分
析
、
そ
し
て
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技
術
援
助
な
ど
、
世
界
銀
行
融
資
に
関
す
る
全
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
ま
た
、
技
術
局
（
言
魯
巳
o
巴
山
。
饗
詳
巳
o
嘗
）
は
、
か
つ
て
の
プ

・
ジ
ェ
ク
ト
部
門
（
費
o
甘
9
良
く
芭
9
）
が
縮
小
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
構
造
調
整
融
資
を
め
ぐ
る
、
地
域

局
内
部
の
プ
・
グ
ラ
ム
部
門
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
の
意
見
対
立
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
部
門
を
強
化
す
る
形
で
決
着
を
見
た
と
い
え
よ
う
。

コ
ナ
プ
ル
総
裁
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
調
整
融
資
の
拡
大
に
対
す
る
事
務
局
内
部
の
反
発
を
抑
え
る
べ
く
、
事
務
局
組
織
自
体
を
改
革
し
、

調
整
融
資
に
取
り
組
み
易
い
体
制
に
変
革
し
た
の
で
あ
る
。

　
コ
ナ
ブ
ル
総
裁
は
、
政
策
面
に
お
い
て
、
ク
ロ
ー
セ
ン
時
代
の
調
整
政
策
を
修
正
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ク
ロ
ー
セ
ン
総
裁
時
代
に
は
、

調
整
政
策
に
お
い
て
公
共
支
出
の
削
減
に
よ
る
財
政
の
健
全
化
が
強
調
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
社
会
事
業
関
連
費
用
の
削
減
と
な
り
、
貧

民
層
に
対
し
て
最
も
打
撃
が
大
き
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
コ
ナ
ブ
ル
は
、
調
整
政
策
と
べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
．

二
ー
ズ
政
策
の
調
和
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
そ
の
両
立
を
目
指
す
方
針
を
掲
げ
、
事
務
局
内
部
の
べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
二
ー

ズ
政
策
の
支
持
者
の
批
判
に
応
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
調
整
融
資
を
拡
大
す
る
う
え
で
障
害
と
な
っ
て
い
た
I
B
R
D

の
増
資
問
題
に
つ
い
て
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
コ
ナ
ブ
ル
は
I
B
R
D
協
定
の
改
正
を
条
件
に
ア
メ
リ
カ
政
府
の
合
意
を
取
り
付
け
た
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
コ
ナ
ブ
ル
総
裁
下
の
世
界
銀
行
は
、
事
務
局
組
織
を
改
革
し
、
政
策
的
に
も
改
善
を
図
り
、
ま
た
資
金
的
問
題
も
解
決
し
、

そ
れ
ゆ
え
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
支
持
も
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
世
界
銀
行
は
、
本
格
的
な
体
制
で
調
整
融
資
に
取
り
組
め
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
八
九
年
末
か
ら
東
欧
革
命
に
よ
り
、
ソ
連
・
東
欧
に
対
す
る
資
金
援
助
が
新
た
に
世
界
銀
行
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
き
た
。
世
界
銀
行
は
、
主
に
調
整
融
資
を
通
じ
て
対
ソ
連
・
東
欧
金
融
支
援
を
行
う
方
針
で
あ
り
、
世
界
銀
行
の
調
整
融

資
は
、
単
な
る
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
い
よ
い
よ
世
界
銀
行
に
と
っ
て
中
心
的
な
融
資
形
態
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
調
整
融
資
の
政
策
形
成
過
程
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
次
の
結
論
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
セ
ク
タ
ー
別
配
分
の
政
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策
は
、
基
本
的
に
は
、
総
裁
を
中
心
と
す
る
執
行
部
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
。
理
事
会
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8

プ
・
グ
ラ
ム
・
・
ー
ン
は
全
融
資
額
の
一
〇
％
以
内
に
抑
え
る
、
と
い
う
よ
う
な
枠
を
は
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
執
行
部
は
、
　
－

必
ず
し
も
実
際
に
は
こ
う
し
た
枠
に
拘
束
さ
れ
ず
に
行
動
で
き
る
。
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
官
僚
と
し
て
の
特
性
か
ら
、
～

あ
る
い
は
専
門
家
と
し
て
の
立
揚
か
ら
、
総
裁
の
交
代
に
よ
る
政
策
変
化
に
常
に
従
順
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
事
実
、
構
造
調
整
融
資

の
拡
大
政
策
に
対
し
て
消
極
的
、
懐
疑
的
な
見
解
を
持
つ
も
の
も
い
た
。
そ
れ
で
も
、
最
終
的
に
は
、
総
裁
は
、
事
務
局
組
織
を
改
革
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
抵
抗
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
総
裁
や
執
行
部
が
万
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
プ
・
グ
ラ
ム
・
ロ
ー
ン
の
一
〇
％
枠
を
事
実
上
無
視
で
き
た

の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
累
積
債
務
間
題
の
深
刻
化
に
よ
り
、
理
事
会
や
加
盟
国
が
、
こ
の
枠
に
固
執
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、

調
整
融
資
政
策
に
消
極
的
な
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
、
組
織
改
革
と
い
う
強
硬
手
段
を
用
い
る
反
面
、
調
整
融
資
政
策
を
修
正
し
て
、
べ
ー

シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
二
i
ズ
政
策
と
の
両
立
を
図
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
総
裁
は
強
力
な
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ

を
持
っ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
し
か
し
、
総
裁
の
任
命
権
を
事
実
上
有
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
関
係
と
な
る
と
、
微
妙
な
も

の
が
あ
る
。
構
造
調
整
融
資
の
場
合
と
比
べ
、
部
門
調
整
融
資
で
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
偏
重
し
た
配
分
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ

る
が
、
こ
れ
を
債
務
状
況
だ
け
が
原
因
で
あ
る
と
解
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
世
界
銀
行
総
裁
が
、
や
は
リ
ァ
メ
リ
カ
政
府
の
期
待
に

対
し
て
は
極
め
て
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
世
界
銀
行
総
裁
と
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
関
係
は
、
ア
メ
リ

カ
企
業
に
お
け
る
経
営
陣
と
筆
頭
株
主
と
の
関
係
に
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
営
陣
は
強
力
な
政
策
決
定
能
力
を
有
す
る
が
、
株
主
の
利

益
を
十
分
に
保
護
し
な
い
な
ら
ば
、
容
易
に
退
陣
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
総
裁
再
選
を
求
め
な
が
ら
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
拒

否
さ
れ
た
ク
・
ー
セ
ン
の
揚
合
が
、
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。

　
（
－
）
　
≦
窪
四
ヨ
＞
。
。
。
ぎ
」
、
．
2
睾
u
①
く
o
一
〇
℃
ヨ
。
暮
＞
毛
8
8
一
一
8
き
α
些
o
》
α
ε
鼠
睾
一
ぐ
o
「
一
暮
①
ヨ
呂
o
轟
一
＞
σ
p
9
。
凶
窃
一
↓
ぎ
o
帥
器
o
｛
荘
o
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。

（
7
）
冒
蕊
ω
。
。
言
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。
g
器
注
目
浮
巨
8
。
c
一
8
層
．
．
穿
国
量
磐
の
園
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。
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⊃
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評
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三
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騨
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ξ
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昌
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§
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馬
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ミ
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8
ム
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一
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〇
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P
唱
・
8
占
鯵
奥
田
宏
司
『
途
上
国
債
務
危
機
と
I
M
F
、
世
界
銀
行
－
八
○
年
代
の
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ

　
ズ
機
関
と
ド
ル
体
制
』
（
同
文
館
、
一
九
八
九
年
）
。

（
8
）
　
世
界
銀
行
、
『
年
次
報
告
（
一
九
八
八
）
』
、
四
八
－
四
九
頁
。
海
外
経
済
協
力
基
金
、
『
基
金
調
査
季
報
』
五
六
号
（
特
集
－
新
生
世
銀
と
今
後

　
の
O
E
C
F
）
一
九
八
七
年
。

（
9
）
　
世
界
銀
行
、
『
年
次
報
告
（
一
九
八
七
）
』
、
二
三
頁
。
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V
　
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
と
国
際
政
治
の
構
造
変
化

、
国
際
政
治
の
構
造
変
化

　
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
を
、
繰
り
返
し
に
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
国
際
政
治
の
構
造
変
化
と
関
連
さ
せ
て
解
釈

す
る
。
国
際
政
治
の
構
造
変
容
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
の
衰
退
、
南
北
関
係
の
変
化
、
お
よ
ぴ
東
西
デ
タ
ン
ト
の
進
展
と
冷
戦
の
終
焉

に
注
目
し
、
こ
れ
ら
の
変
化
が
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
ま
た
、
世
界
銀
行
の
活
動
は
、

国
際
政
治
の
構
造
変
容
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぽ
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
考
察
す
る
。

140

（
顧
）
　
ア
メ
リ
ヵ
の
パ
ワ
ー
の
変
化

　
覇
権
安
定
論
に
基
づ
く
と
、
世
界
銀
行
は
覇
権
国
ア
メ
リ
カ
の
創
造
し
た
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
を
維
持
・
運
営
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
た
国
際
組
織
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
の
衰
退
に
伴
い
、
ア
メ
リ
カ
は
対
世
界
銀
行
政
策
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
世
界
銀
行
は
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
覇
権
安
定
論
を
め
ぐ
り

し
ぱ
し
ば
議
論
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
は
衰
退
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で

の
議
論
が
多
い
が
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
過
程
と
い
っ
た
ミ
ク
・
・
レ
ベ
ル
で
の
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
対
世
界
銀
行
政
策
の
変
化
を
見
て
お
こ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
な
経
済
力
、
金
融
力
に
支
え
ら
れ
て
ブ
レ
ト
ン

ウ
ッ
ズ
体
制
が
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
ア
メ
リ
カ
は
世
界
銀
行
に
お
い
て
も
極
め
て
強
力
な
パ
ワ
ー
を
有
し
て
い
た
。
制
度
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的
に
は
加
重
投
票
制
に
よ
り
巨
大
な
パ
ワ
ー
ソ
ー
ス
を
持
ち
、
ま
た
、
実
態
的
に
は
、
世
界
銀
行
の
本
部
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
置
か
れ
、
総

裁
は
歴
代
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
選
出
さ
れ
る
慣
行
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
強
い
影
響
力
を
発
揮
す
る
．
）
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
六
〇
年
代
後
半
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
経
済
力
・
金
融
力
が
低
下
し
始
め
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
次
第
に
世
界
銀
行
に
対
す
る
支
持

を
低
下
さ
せ
始
め
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
態
度
は
、
ま
ず
財
政
負
担
問
題
に
関
し
て
顕
著
に
現
れ
た
。
一
九
六
五
ー
六
八
年
度
の
第
一
次

I
D
A
増
資
以
来
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
毎
回
、
そ
の
割
当
額
の
拠
出
に
関
す
る
議
会
の
承
認
を
期
日
ま
で
に
得
る
こ
と
に
失
敗
し
て
お

り
、
I
D
A
が
円
滑
に
活
動
を
す
る
う
え
で
障
害
と
な
っ
て
き
た
。
出
資
額
が
投
票
権
を
決
定
す
る
ア
一
と
を
考
え
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
と

の
パ
ワ
ー
（
投
票
権
）
に
見
合
っ
た
コ
ス
ト
の
負
担
（
出
資
）
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
覇
権
論
に
関
連
さ
せ
れ
ば
、

挑
戦
国
で
は
な
く
、
覇
権
国
が
、
I
D
A
の
活
動
に
と
り
障
害
と
な
っ
て
お
り
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
維
持
．
運
営
に
悪
影
響
を
及

ぽ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
、
機
能
主
義
的
な
国
際
組
織
観
に
基
づ
い
て
、
U
N
E
s
C
O
や
I
L
O
と
い
っ
た
国
連
専
門
機

関
を
政
治
化
し
て
い
る
と
批
判
髭
・
こ
の
機
聾
義
的
寛
方
に
巷
く
と
、
世
界
銀
行
は
、
経
済
的
効
率
蚤
視
す
る
国
際
「
経

済
」
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
非
政
治
性
」
の
原
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ

自
身
が
、
世
界
銀
行
に
対
し
て
は
、
政
治
問
題
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
議
会
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
人
権
抑
圧
国
へ
の
世
界

銀
行
の
融
資
に
反
対
し
、
ま
た
、
議
会
保
守
派
は
、
べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ニ
一
i
ズ
政
策
を
福
祉
的
で
あ
り
、
な
か
に
は
社
会
主

義
的
で
あ
る
と
し
て
、
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
行
政
府
は
、
世
界
銀
行
活
動
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
議
会
の
圧
力
を
う
け
、

世
界
銀
行
理
事
会
で
反
対
・
棄
権
投
票
を
行
う
回
数
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。

　
八
○
年
代
に
は
、
累
積
債
務
問
題
が
深
刻
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
銀
行
の
役
割
を
見
直
し
、
こ
れ
を
積
極
的
に
活

141



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
こ

羽
用
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
く
る
．
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
・
B
R
D
の
増
資
に
よ
る
ア
メ
ー
カ
の
コ
ス
ー
負
担
増
は
回
避
し
た
い
ど

究
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
．
結
局
、
投
票
権
低
下
し
て
も
、
今
後
の
協
定
改
正
蘭
し
て
、
拒
否
権
は
失
わ
な
い
よ
う
に
甚
界
銀
行

ザ学
　
協
定
を
修
正
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
間
題
を
解
決
し
た
の
で
あ
る
。

な報
以
上
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
対
世
界
銀
行
政
策
寛
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
カ
の
衰
誉
応
じ
て
、
世
界
銀
行
に
対
す
る
批
判
を
強

幣
し
て
お
り
、
こ
れ
は
と
－
も
な
享
、
世
界
銀
行
の
肇
決
嚢
に
お
け
る
ア
メ
ー
カ
の
髪
の
低
下
に
対
す
る
フ
ラ
ス
ト
レ

群
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
、
と
の
印
象
を
受
け
る
．
し
か
し
、
こ
こ
で
、
世
界
銀
行
に
お
け
る
政
策
決
定
の
分
析
結
果
を
・
①
個
あ
融
纂
件

橋
に
関
す
る
決
定
、
②
融
資
の
基
本
政
策
の
形
成
、
③
ル
ル
形
成
に
関
す
る
決
定
の
三
っ
の
レ
ベ
ル
に
分
類
し
て
ノ
メ
リ
カ
の
影
勢

　
　
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　
ま
ず
、
個
々
の
融
資
案
に
関
し
て
、
充
五
星
代
髪
い
て
は
、
米
国
の
反
対
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
蘂
件
は
・
事
前
に
警
下
げ

　
　
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
．
た
．
し
か
し
、
七
〇
年
代
半
ぱ
以
降
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
理
事
に
よ
る
反
対
桑
権
繋
が
奨
し
て
き

　
　
た
。
世
界
銀
行
事
務
局
は
、
米
国
の
反
対
を
予
想
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
圧
力
と
感
じ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ

　
　
の
反
対
投
票
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
理
事
の
支
持
を
得
て
、
承
認
嚢
て
い
る
．
こ
う
し
た
現
象
覧
る
磐
・
ア
メ
リ
カ
の
世
界
銀

　
行
に
お
け
る
影
響
力
は
低
下
し
て
い
る
と
見
え
る
。

　
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
理
事
会
に
お
け
る
投
票
行
動
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
議
会
を
念
頭
に
お
い
た
国
内
向
け
ポ
ー
ズ
で
あ

　
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
天
安
門
事
件
以
降
の
対
中
国
融
資
の
停
止
の
よ
う
に
、
米
国
政
府
が
本
気
で
取
り
組
ん
だ
揚
合
に
は
、

　
世
界
銀
行
も
、
「
人
道
的
」
要
請
以
外
の
融
資
案
を
理
事
会
に
提
出
で
き
な
い
で
い
る
の
で
転
紀
。

　
　
次
に
、
融
資
の
基
本
肇
に
関
し
て
は
、
総
裁
が
極
め
て
強
力
な
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
お
り
理
事
会
の
役
割
は
一
般
的
蔓

動
的
で
あ
る
．
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
世
界
銀
行
総
裁
の
人
事
権
を
有
し
て
い
る
・
ま
た
ノ
メ
リ
議
会
は
ヲ
メ
リ
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カ
の
予
算
承
認
権
を
有
し
て
お
り
、
I
B
R
D
や
I
D
A
の
増
資
が
発
効
す
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
が

決
定
的
に
重
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
融
資
政
策
の
形
成
は
、
世
界
銀
行
総
裁
に
任
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
総
裁
や
執
行

部
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
期
待
・
要
望
に
対
し
て
極
め
て
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
ル
ー
ル
形
成
に
関
す
る
決
定
の
揚
合
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
世
界
銀
行
協
定
の
変
更
に
は
、
従
来
、
全
投
票
権
数
の
八
O
％

以
上
の
支
持
が
必
要
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
投
票
権
は
、
二
〇
％
を
超
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
は
、
協
定
変
更
問
題
に
関
し

て
、
拒
否
権
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
八
八
年
の
増
資
の
際
、
当
時
の
投
票
権
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
出
資
は
負

担
で
き
な
い
が
、
拒
否
権
は
失
い
た
く
な
い
、
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、
今
後
は
、
協
定
の
変
更
に
は
、

八
五
％
以
上
の
支
持
が
必
要
で
あ
る
と
協
定
を
修
正
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
一
九
八
八
年
の
増
資
に
賛
成
し
、
投
票
権
の
低
下
を
受
諾
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
一
五
％
以
上
の
投
票
権
が
あ
れ
ぱ
、
拒
否
権
を
維
持
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
ー
ザ
ン
．
ス
ト
レ
ン
ジ
の

い
う
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ワ
ー
と
構
造
的
パ
ワ
ー
の
概
念
を
用
い
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
投
票
権
（
リ
レ
ー
シ
日
ナ
ル
・
パ
ワ
ー
）
は
低

下
し
た
が
、
協
定
変
更
に
関
す
る
拒
否
権
と
い
う
構
造
的
パ
ワ
ー
の
維
持
に
は
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

（一

）
　
南
北
対
立
の
激
化
と
行
き
詰
ま
り

　
第
二
次
大
戦
後
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
旧
植
民
地
地
域
か
ら
多
く
の
独
立
国
が
登
場
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
国
は
グ
ル
ー
プ
七
七

と
し
て
団
結
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
政
治
に
お
け
る
パ
ワ
ー
を
著
し
く
増
大
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
世
界
銀
行
に
お
い
て
は
、

ま
ず
、
世
界
銀
行
の
貸
し
付
け
先
の
増
大
と
し
て
、
そ
し
て
、
融
資
資
金
の
拡
大
要
求
と
な
っ
て
現
れ
た
。
I
B
R
D
の
加
盟
国
数
は
、

一
九
四
六
年
度
で
は
三
八
力
国
で
あ
っ
た
の
が
、
六
〇
年
度
に
は
六
八
力
国
、
七
〇
年
度
に
は
二
三
力
国
、
そ
し
て
、
八
O
年
度
に
は

一
三
五
力
国
に
ま
で
増
大
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
九
〇
年
一
〇
月
現
在
で
は
、
一
五
五
力
国
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
I
B
R
D
の
融
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資
資
金
も
、
一
九
四
七
年
度
に
は
、
二
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
の
が
、
六
〇
年
度
に
は
六
億
五
九
〇
〇
万
ド
ル
、
七
〇
年
度
は
一

六
億
八
O
O
O
万
ド
ル
、
そ
し
て
、
八
O
年
度
は
七
六
億
ド
ル
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
た
と
え
、
イ
ン
フ
レ
の
影
響
を
差
し
引
く
と
し

て
も
、
注
目
す
べ
き
数
字
で
あ
る
。

　
開
発
途
上
国
の
パ
ワ
ー
の
増
大
は
、
世
界
銀
行
の
組
織
に
も
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
五
六
年
に
は
民
間
企
業
へ
の
貸
付
業
務
を
行

う
国
際
金
融
公
社
（
I
F
C
）
が
設
立
さ
れ
、
六
〇
年
に
は
譲
許
的
な
資
金
供
与
機
関
で
あ
る
国
際
開
発
協
会
（
I
D
A
）
が
設
立
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
多
国
籍
企
業
と
開
発
途
上
国
と
の
投
資
紛
争
の
増
大
に
対
応
す
べ
く
、
六
五
年
に
は
国
際
投
資
紛
争
解
決
セ
ン
タ
i
（
I

S
C
I
D
）
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
と
し
て
出
発
し
た
世
界
銀
行
は
、
こ
れ
ら
の
複
数
の
機
関
か
ら
構
成
さ

れ
る
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
と
の
関
係
で
注
目
す
ぺ
き
は
、
こ
う
し
た
資
金
的
・
組
織
的
拡
大
が
、
世
界
銀
行
事
務
局
の
肥
大
化
・
官
僚
化

を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
総
裁
は
、
開
発
途
上
国
の
資
金
需
要
に
応
え
る
べ
く
、
融
資
に
利
用
で

き
る
資
金
を
急
激
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
事
務
局
官
僚
の
立
揚
か
ら
見
る
と
、
消
化
す
べ
き
資
金
の
増
大
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
が
、
新
規
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
．
・
ー
ン
で
あ
る
構
造
調
整
融
資
を
開
始
す
る
一
因
に
も
な
る
。
反
面
、
官
僚
と
し
て
不
確
実
性
を

回
避
す
る
傾
向
か
ら
、
七
〇
年
代
に
は
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
の
主
張
す
る
べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
二
i
ズ
政
策
に
対
し
て
、
ま
た
八
○

年
代
に
は
ク
・
i
セ
ン
が
強
調
す
る
調
整
融
資
に
、
そ
れ
ぞ
れ
抵
抗
す
る
ス
タ
ッ
フ
も
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
開
発
途
上
国
は
、
一
九
七
四
年
に
新
国
際
経
済
秩
序
の
樹
立
要
求
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
、
外
資
規
制
を
強
化
し

て
い
く
。
．
）
の
状
況
を
、
多
国
籍
企
業
か
ら
み
れ
ば
、
「
し
の
ぴ
よ
る
収
用
」
と
よ
ぱ
れ
る
一
つ
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
の
増
大
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
世
界
銀
行
に
対
し
て
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
証
を
与
え
る
機
能
を
要
求
し
、
こ
れ
が
、
一
九
八
八
年

の
多
国
間
投
資
保
障
機
構
（
M
I
G
A
）
の
設
立
と
な
る
。
ま
た
、
開
発
途
上
国
へ
の
民
間
資
金
の
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
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の
一
つ
と
す
る
世
界
銀
行
に
と
っ
て
も
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
は
無
視
で
き
な
い
問
題
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
銀
行
も
、
軍
と

文
民
と
の
対
立
状
況
の
よ
う
な
政
治
的
不
安
定
性
の
間
題
だ
け
で
な
く
、
外
資
政
策
な
ど
の
要
因
を
も
、
融
資
の
際
に
考
慮
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
南
北
対
立
は
、
ク
ラ
ス
ナ
ー
の
解
釈
に
従
え
ば
、
北
の
市
揚
原
理
と
南
の
政
府
間
取
決
に
よ
る
公
的
配
分
と
の
間
の
、
原
則
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
（
6
）

対
立
で
あ
っ
た
。
七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
南
北
交
渉
の
行
き
づ
ま
り
は
、
南
の
主
張
す
る
原
則
に
基
づ
く
経
済
秩
序
の
形
成
が
困
難
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
た
。
他
方
、
市
揚
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
重
視
し
た
ア
ジ
ァ
N
I
E
S
が
、
目
ざ
ま
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
る
。
そ
し

て
、
八
○
年
代
に
な
る
と
、
開
発
途
上
国
の
累
積
債
務
問
題
が
い
よ
い
よ
表
面
化
し
、
深
刻
化
し
て
い
き
、
世
界
銀
行
の
構
造
調
整
融
資

や
部
門
調
整
融
資
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
調
整
融
資
に
お
い
て
は
、
当
然
の
よ
う
に
、
公
営
企
業
の
民
間
企
業
化
や
市
揚
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
価
格
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
確
立
が
強
調
さ
れ
る
。
市
揚
原
理
が
南
北
関
係
に
浸
透
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
反
面
、
世
界
銀
行
は
、
市
場

経
済
を
確
立
す
る
こ
と
が
目
的
と
は
い
え
、
借
入
国
の
マ
ク
・
経
済
政
策
や
財
政
政
策
に
対
し
て
政
策
提
言
を
お
こ
な
い
、
行
政
機
構
の

改
革
に
対
し
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
る
。
世
界
銀
行
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
認
知
さ
れ
、
市
揚
経
済
確
立
の
た
め
に
、
世
界

銀
行
の
途
上
国
へ
の
政
策
関
与
は
強
化
さ
れ
る
、
と
い
う
逆
説
的
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
　
東
西
関
係
の
変
化

　
世
界
銀
行
の
政
策
が
東
西
関
係
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
か
、
ま
た
、
反
対
に
、
東
西
デ
タ
ン
ト
の
進
展
や
冷
戦
の

終
焉
は
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
、
以
下
の
三
つ
の
時
期
に
分
類
し
て
検
討

し
て
み
た
い
。

　
第
一
期
は
、
世
界
銀
行
設
立
以
降
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
創
設
以
来
、
ま
た
、
ル
ー
マ
ニ
ァ
が
、
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一
九
七
三
年
に
世
界
銀
行
に
加
盟
し
て
い
る
。
世
界
銀
行
は
、
設
立
当
初
、
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
戦
略
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ァ
に
対
す
る
融
資
案
は
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ
、
結
局
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
は
、
一
九
五
〇
年
に
、
ま
た
、
チ
ェ
コ
ス
・
バ
キ
ァ
は
五
四
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
世
界
銀
行
か
ら
脱
退
し
た
。
ま
た
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ァ
に
対
す
る
世
界
銀
行
融
資
に
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ァ
の
ソ
連
離
れ
を
支
援
す
る
と
い
う
政
治
的
目
的
が
見
ら
れ
る
。
一
九
七
三
年
に
ル

ー
マ
ニ
ア
の
加
盟
を
承
認
す
る
理
由
も
、
ひ
と
つ
に
は
、
当
時
の
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ソ
連
離
れ
政
策
を
金
融
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
に
は
、
米
ソ
デ
タ
ン
ト
の
影
響
を
受
け
、
対
ソ
対
決
的
な
姿
勢
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
相
互
依
存
ア
プ
・
ー
チ
が

強
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
銀
行
が
窓
口
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
国
と
西
側
経
済
シ
ス
テ
ム
と
の
交
流
を
高
め
、
相

互
依
存
状
況
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
東
西
間
の
緊
張
緩
和
を
導
こ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
七
九
年
以
降
、

深
刻
化
し
て
き
た
東
欧
の
債
務
問
題
に
対
し
て
、
世
界
銀
行
は
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
第
二
期
は
、
ハ
ン
ガ
リ
i
、
お
よ
ぴ
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
、
八
二
年
、
八
六
年
に
I
B
R
D
に
加
盟
し
、
世
界
銀
行
が
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

国
の
債
務
問
題
に
取
り
組
む
時
期
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
八
八
年
に
は
ソ
連
ま
で
が
、
I
M
F
・
世
界
銀
行
へ
の
加
盟
希
望
を
表
明
す
る
に

至
っ
た
。
世
界
銀
行
は
こ
れ
ら
の
国
に
対
し
て
、
債
務
返
済
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め
に
資
金
を
供
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
政
策
や

行
政
機
構
に
関
し
て
も
政
策
提
言
を
行
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
融
資
案
を
形
成
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
諸
国
の
経
済
・
財
政
資
料
が
世

界
銀
行
に
公
開
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
資
金
、
政
策
、
情
報
の
点
に
お
い
て
、
東
西
間
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
三
期
は
、
八
九
年
末
か
ら
生
じ
た
東
欧
諸
国
に
お
け
る
変
革
に
よ
る
冷
戦
後
の
時
代
で
あ
る
。
対
ソ
連
・
東
欧
金
融
支
援
問
題
が
緊

急
の
政
治
的
課
題
と
な
り
、
こ
の
問
題
の
た
め
に
世
界
銀
行
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
、
東
西
関
係
重
視
の
政
治
的

配
慮
か
ら
、
東
欧
諸
国
に
世
界
銀
行
の
資
金
が
優
先
的
に
配
分
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ

カ
の
諸
国
に
は
強
い
。
ま
た
、
対
ソ
連
・
東
欧
支
援
で
は
、
主
に
調
整
融
資
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
世
界
銀
行
は
、
ま
す
ま
す
、
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か
つ
て
の
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
融
資
中
心
の
機
関
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
重
視
の
組
織
に
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り

も
重
大
な
こ
と
は
、
冷
戦
の
終
焉
に
よ
り
、
世
界
秩
序
の
原
則
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
然
に
世
界
銀
行
の
政
策
決

定
に
対
し
て
も
、
様
凌
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
く
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
次
節
で
詳
細
に
検
討
し
た
い
。

二
、
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化

世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化

　
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
衰
退
、
南
北
対
立
の
激
化
と
行
き
詰
ま
り
、
そ
し
て
冷
戦
の
終
焉
と
い
っ
た
国
際
政
治
の
構
造
変
化
は
、

世
界
銀
行
の
政
策
決
定
に
対
し
て
直
接
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
容
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
影

響
を
与
え
る
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
成
立
、
変
容
、
衰
退
、
そ
し
て
、
冷
戦
後
の
世
界
経
済
秩
序
の
模
索
が
、
世
界
銀
行
の
政
策
決

定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
か
、
ま
た
、
世
界
銀
行
の
政
策
決
定
は
国
際
経
済
体
制
に
い
か
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
し
た
の

か
、
と
い
っ
た
間
題
を
、
政
経
分
離
の
原
則
と
自
由
な
国
際
的
資
金
移
転
の
原
則
に
注
目
し
な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。

（
一
）
　
政
経
分
離
か
ら
政
経
不
可
分
へ

　
一
九
四
四
年
の
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
会
議
に
お
い
て
調
印
さ
れ
た
世
界
銀
行
協
定
は
、
政
経
分
離
を
前
提
と
し
て
、
融
資
を
決
定
す
る
際

に
、
借
入
国
の
政
治
的
要
因
を
考
慮
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
定
め
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
別
の
資
金
配
分
に
関
し
て
、
公
式
的
な
基

準
と
し
て
は
財
政
要
因
、
経
済
要
因
、
お
よ
び
技
術
的
要
因
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
、
個
別
の
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
案
の
審
査
も
、
財
政
的
、
経

済
的
、
そ
し
て
技
術
的
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
た
。

　
こ
の
世
界
銀
行
の
非
政
治
性
の
原
則
は
、
第
一
に
、
加
盟
国
か
ら
の
政
治
的
介
入
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
、
世
界
銀
行
の
政
治
化
の
防

止
に
貢
献
し
て
き
た
。
い
い
か
え
る
と
、
外
圧
か
ら
の
防
波
堤
の
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
個
々
の
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
案
の
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財
政
、
経
済
、
技
術
の
諸
側
面
に
関
し
て
は
、
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
は
理
事
に
対
し
て
、
情
報
や
経
験
の
面
で
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
融
資
に
関
し
て
、
事
務
局
主
導
型
の
政
策
決
定
と
な
っ
た
。
第
三
に
、
世
界
銀
行
に
と
っ
て
は
、
経
済
的
効
率
お
よ
ぴ
効
果

が
資
金
供
与
の
基
準
と
な
り
、
専
ら
、
融
資
の
目
的
と
対
象
が
明
確
で
、
効
果
が
測
定
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
融
資
を
中
心
と
す
る
機
関

と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
を
支
え
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
カ
の
衰
退
に
よ
り
、
ま
た
、
相

互
依
存
の
進
展
に
よ
る
国
家
の
敏
感
性
・
脆
弱
性
の
増
大
に
よ
り
、
先
進
国
間
の
通
商
摩
擦
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
済
問
題
の
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

化
現
象
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
他
方
、
南
の
諸
国
は
、
市
揚
原
理
に
基
づ
く
国
際
経
済
体
制
に
対
し
て
、
異
議
申
し
立
て
を
行

い
、
政
府
間
取
り
決
め
に
よ
る
公
的
配
分
の
原
理
に
よ
る
世
界
経
済
の
運
営
を
要
求
す
る
。
こ
れ
が
、
新
国
際
経
済
秩
序
の
樹
立
要
求
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
政
経
分
離
の
原
則
が
次
第
に
色
あ
せ
て
く
る
。

　
さ
ら
に
、
七
四
年
の
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
宣
言
の
影
響
を
受
け
て
、
多
く
の
開
発
途
上
国
に
お
い
て
、
外
資
規
制
が
強
化
さ
れ
、
投

資
家
に
と
リ
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
が
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
六
〇
年
代
に
は
、
外
国
企
業
の
国
有
化
問
題
が
頻

発
し
て
お
り
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ス
ク
は
決
し
て
新
し
い
問
題
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
世
界
銀
行
は
、
当
時
は
、
国
有
化
に
対

し
て
十
分
な
保
障
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
に
注
目
し
、
こ
れ
を
信
用
度
、
す
な
わ
ち
非
政
治
的
問
題
と
し
て
処
理
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
国
有
化
ほ
ど
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
外
資
政
策
よ
り
は
、
外
資
企
業
の
株
式
保
有
の
制
限
や
本

国
へ
の
送
金
制
限
な
ど
の
「
し
の
ぴ
よ
る
収
用
」
が
外
資
規
制
策
の
中
心
と
な
り
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
他
方
、
世
界
銀
行
の
経
験
か
ら
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
済
効
果
を
高
め
、
そ
の
成
果
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
財
政
・
経
済
・
技
術

的
要
因
だ
け
を
検
討
し
て
い
た
の
で
は
不
十
分
で
あ
る
、
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
経
分
離
の
原
則
が
未
だ
浸
透
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し
て
い
た
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
い
き
な
り
、
政
治
的
要
因
を
も
考
慮
し
た
開
発
戦
略
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
、
社

会
的
要
因
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
べ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
二
i
ズ
政
策
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
も
必
ず
し
も
効
果
を

挙
げ
ら
れ
ず
、
他
方
、
経
済
の
政
治
化
は
ま
す
ま
す
進
展
す
る
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
、
世
界
銀
行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
経
済
的
効
果
を

挙
げ
る
た
め
に
は
、
借
入
国
の
マ
ク
・
経
済
政
策
お
よ
び
行
政
機
構
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
と
、
公
式
的
に
も
認
識
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

八
O
年
代
に
は
調
整
融
資
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
世
界
銀
行
が
調
整
融
資
に
お
い
て
与
え
る
政
策
提
一
一
一
一
口
は
、
経
済
的
効
果

を
挙
げ
る
た
め
に
と
目
的
が
限
定
さ
れ
、
ま
た
、
対
象
も
マ
ク
ロ
経
済
政
策
、
あ
る
い
は
行
政
問
題
に
限
定
さ
れ
る
と
は
い
う
も
の
の
、

開
発
途
上
国
の
内
政
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
銀
行
の
非
政
治
性
の
原
則
が
、
公
式
的
に
も
、
一
歩
後
退
し
た
の
で

あ
る
。

　
政
経
分
離
の
原
則
が
衰
退
し
、
世
界
銀
行
は
政
策
決
定
に
お
け
る
非
政
治
性
の
ル
ー
ル
を
徐
々
に
修
正
し
て
い
く
が
、
．
）
の
変
化
は
、

世
界
銀
行
の
組
織
の
変
容
に
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
に
、
外
国
企
業
の
国
有
化
問
題
の
発
生
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
I

C
S
I
D
（
国
際
投
資
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
）
を
設
立
し
、
八
五
年
に
政
治
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
障
を
供
与
す
る
多
国
間
投
資
保
障
機

構
（
M
I
G
A
）
の
設
立
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
、
八
七
年
に
は
、
世
界
銀
行
事
務
局
そ
の
も
の
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
心
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
心
に
、
機
構
改
革
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
が
動
揺
、
衰
退
し
、
政
経
分
離
の
原
則
が
次
第
に
妥
当
性
を
失
う
の
に
伴
い
、
世
界
銀
行
は
、

そ
の
融
資
基
準
、
融
資
政
策
の
重
点
、
そ
し
て
組
織
そ
の
も
の
を
変
化
さ
せ
、
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
自
由
な
国
際
的
資
金
移
転

　
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
に
お
い
て
は
、
資
金
の
移
動
は
基
本
的
に
は
市
揚
原
理
に
従
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
自
由
主
義
の
原
則
が
存
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在
し
た
。
こ
の
原
則
は
次
の
二
つ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
一
に
、
資
金
移
転
は
、
民
間
資
金
が
中
心
で
あ
り
、
公
的
資
金
は
、
「
最
後

の
手
段
（
一
。
コ
α
．
．
。
＝
㊤
⑦
け
㎏
Φ
。
。
『
梓
）
」
と
し
て
、
民
嬰
金
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
国
に
対
し
て
与
え
え
る
ぺ
き
で
あ
る
・
と
い
う
民

間
資
金
と
公
的
資
金
と
の
聞
に
役
割
分
担
が
前
提
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
世
界
銀
行
協
定
は
、
そ
の
目
的
を
民
間
資
金
の
移
転
を
促

進
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
公
的
性
箏
明
確
に
規
定
し
て
い
る
．
そ
れ
ゆ
え
、
七
七
年
以
隆
民
間
資
金
藁
味
票
し
た
石

油
．
天
然
ガ
ス
分
野
へ
の
融
資
を
開
始
し
た
と
き
に
、
民
間
資
金
と
競
合
す
る
と
し
て
、
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
・
書
に
・
同
薯
え

方
か
ら
、
公
的
資
金
も
、
譲
許
的
な
も
の
と
非
譲
許
的
な
も
の
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
前
者
は
、
後
者
が
得
ら
れ
な
い
揚
合
に
限
り

供
与
さ
れ
る
、
と
い
う
ル
ー
ル
が
生
み
出
さ
れ
る
。
世
界
銀
行
に
お
け
る
「
卒
業
」
政
策
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
資
金
移
転
は
基
本
的
に
市
場
原
理
に
従
う
べ
き
で
あ
る
ゆ
え
に
、
贈
与
の
揚
合
を
除
き
、
た
と
え
公
的
資
金
で
あ
っ
て
も
返

済
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
世
界
銀
行
に
お
い
て
も
、
貸
し
手
と
し
て
、
借
り
手
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
ワ
ー
ス
ネ

ス
を
厳
密
に
審
査
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
譲
許
的
資
金
で
あ
る
I
D
A
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
無
利
子
で
、
償
還
期
間
は
、
か
つ
て
は
五
〇

年
と
い
う
極
め
て
緩
や
か
な
条
件
で
は
あ
っ
た
が
、
協
く
ま
で
返
済
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
．
さ
ら
に
、
死
八
七
年
度
に
は
・
償

還
期
間
を
短
縮
し
、
後
発
開
発
途
上
国
に
対
し
て
は
四
〇
年
と
し
、
そ
の
他
に
対
し
て
三
五
年
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
資
金
の
自
由
移
転
に
関
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
開
発
途
上
国
か
ら
批
判
が
成
さ
れ
て
き
た
。
援
助
を
受
け
取
る
こ
と
は

開
発
途
上
国
の
権
利
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
、
S
D
R
と
開
発
援
助
資
金
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
提
案
や
国
際
租
税
制
度
が
提
唱

さ
れ
た
。
ま
た
、
I
D
s
に
お
い
て
先
進
国
の
O
D
A
を
G
N
p
の
O
・
七
％
に
す
る
、
と
の
目
標
も
掲
げ
ら
れ
た
。
資
金
移
動
に
関
す

る
自
由
主
義
原
則
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
提
案
や
要
求
は
実
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
O
D
A
の
G
N
P
比
率
の
設
定
も
目
標
に
す
ぎ
ず
、
先
進
国
に

と
り
義
務
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
貿
易
・
開
発
問
題
か
ら
金
融
・
通
貨
問
題
を
も
南
北
交
渉
の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
ま
た
、
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内
容
的
に
も
、
原
則
的
な
問
題
提
起
を
行
っ
た
結
果
、
南
北
交
渉
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
他
方
、
先
進
諸
国
で
は
、
七
〇
年
代
の
終
わ
り
．
こ
ろ
に
な
る
と
、
経
済
不
況
と
南
北
交
渉
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
、
援
助
疲
れ
が
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
援
助
の
効
率
的
使
用
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
公
的
資
金
も
条
件
を
少
し
厳
し
く
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
主

張
さ
れ
、
一
九
八
七
年
に
、
I
D
A
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
償
還
期
限
を
短
縮
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
・
i
ン
が
返
済
で
き
る

よ
う
に
、
効
率
的
に
資
金
を
使
用
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
、
公
的
資
金
で
も
、
贈
与
で
な
い
か
ぎ
り
、
返
済
の
義
務
が

あ
り
、
そ
も
そ
も
、
資
金
移
転
は
基
本
的
に
は
市
揚
原
理
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
、
と
い
う
資
金
移
転
に
関
す
る
自
由
主
義
原
則
を
再
確

認
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化

（
三
）
　
政
治
的
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー

　
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
は
、
政
経
分
離
を
原
則
と
し
、
経
済
の
分
野
で
は
、
市
場
原
理
を
基
本
と
す
る
体
制
で
あ
る
。
政
経
分
離
原
則

と
資
金
移
転
に
関
す
る
自
由
主
義
は
両
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
一
方
に
お
い
て
は
、
政
経
分

離
原
則
が
衰
退
し
、
市
揚
へ
の
政
治
の
関
与
は
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
政
経
不
可
分
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
開
発
途
上
国
へ

の
資
金
移
転
に
関
し
て
は
、
従
来
の
、
市
揚
原
理
を
原
則
と
し
、
民
間
・
公
的
資
金
間
の
役
割
分
担
が
前
提
さ
れ
て
い
る
自
由
主
義
原
則

が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
矛
盾
し
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

　
政
経
不
可
分
原
則
と
資
金
移
転
の
自
由
主
義
原
則
が
交
錯
し
て
で
て
き
た
の
が
、
世
界
銀
行
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。

世
界
銀
行
は
、
構
造
調
整
融
資
や
部
門
別
調
整
融
資
に
お
い
て
、
産
業
構
造
の
転
換
に
関
す
る
マ
ク
・
経
済
政
策
や
金
融
政
策
、
あ
る
い

は
貿
易
政
策
等
に
関
し
て
、
そ
の
改
善
の
た
め
の
条
件
を
つ
け
る
。
そ
し
て
、
調
整
融
資
は
、
継
続
し
て
供
与
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
る
が
、
世
界
銀
行
の
つ
け
た
改
善
の
た
め
の
条
件
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
、
と
判
断
し
た
揚
合
に
は
、
そ
の
後
の
融
資
を
停
止
す
る
。
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こ
の
よ
う
な
調
整
融
資
は
、
借
入
国
の
政
治
へ
の
関
与
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
一
般
的
に
も
、
政
策
的
融
資
（
男
o
訂
イ
訂
ω
a
一
8
島
お
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
政
経
不
可
分
の
状
況
に
お
い
て
、
世
界
銀
行
は
そ
の
非
政
治
性
の
原
則
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
公
営
企
業
の
民
間
化
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
借
入
国
に
お
け
る
市
場
経
済
の
確
立
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
公
営
企
業
の
民
間
化
に
よ
り
、
借
入
国
政
府
が
そ
の
国
の
市
揚
に
余
り
深
く
関
与
し
な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
市
揚
経
済
が
円
滑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

運
営
さ
れ
る
よ
う
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
を
政
府
が
採
る
よ
う
に
、
世
界
銀
行
が
内
政
干
渉
す
る
、
と
い
う
逆
説
的
状
況
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
○
年
代
に
調
整
融
資
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
銀
行
コ
ン
デ
ィ
シ
日
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
重
要
視
さ
れ
て
い

っ
た
。
し
か
し
、
八
O
年
代
の
世
界
銀
行
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
、
そ
の
目
的
は
、
世
界
銀
行
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
が
経
済
的
効
果
を

挙
げ
、
借
入
国
が
経
済
発
展
を
達
成
す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
条
件
を
課
す
対
象
も
、
経
済
・
金
融
政
策
を
中
心
に
、
行
政
機
構
に
関

す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
八
九
年
末
か
ら
の
東
欧
諸
国
の
変
革
に
よ
る
冷
戦
の
終
焉
は
、
世
界
銀
行
が
政
治
的
コ
ン
デ
ィ
シ
。
ナ
リ
テ
ィ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

課
す
か
ど
う
か
、
と
い
う
間
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
冷
戦
の
終
焉
に
伴
い
、
対
ソ
連
・
東
欧
金
融
支
援
問
題
が
討
議
さ

れ
る
な
か
で
、
資
金
援
助
の
目
的
と
し
て
、
開
放
的
市
場
経
済
と
と
も
に
、
民
主
的
政
治
制
度
の
確
立
が
強
調
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

九
〇
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
欧
州
復
興
開
発
銀
行
は
、
そ
の
協
定
に
、
開
放
的
市
揚
経
済
と
民
主
制
度
の
確
立
を
目
的
と
し
て
明
記
し
、

さ
ら
に
、
そ
の
た
め
の
努
力
を
融
資
の
基
準
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
政
治
的
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
、
国

際
金
融
組
織
に
よ
り
公
式
的
に
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
、
九
〇
年
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
原
則
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
全

世
界
的
に
適
用
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。

　
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
世
界
銀
行
協
定
に
は
、
世
界
銀
行
の
非
政
治
性
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
世
界

銀
行
は
、
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
容
に
伴
い
、
次
第
に
実
際
の
融
資
活
動
は
、
こ
の
非
政
治
性
の
原
則
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
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世
界
銀
行
の
融
資
の
目
的
は
、
少
な
く
と
も
公
式
的
に
は
、
あ
く
ま
で
借
入
国
の
経
済
発
展
と
い
う
非
政
治
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
、
開
放
的
市
揚
経
済
と
民
主
主
義
が
冷
戦
後
の
世
界
秩
序
の
原
則
と
し
て
次
第
に
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

世
界
銀
行
は
、
非
政
治
性
の
原
則
と
政
治
的
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
課
題
を
背
負

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

世界銀行の政策決定と国際政治の構造変化
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－
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§
ω
b
■
ン
窒
身
ヨ
る
且
u
ゑ
法
8
①
暴
ン
．
、
穿
、
勺
。
ま
。
匿
善
、
一
馨
。
冒
9
。
舅
9
。
。
凶
騨
＝
N
①
。
言
Φ
・
。
一
。
ω
、
．

　
ぢ
∪
翠
こ
＞
’
国
妾
a
‘
目
ぎ
9
§
恥
き
鴨
q
ミ
ミ
之
ミ
8
漢
％
§
§
§
誉
憶
暮
馬
q
ミ
ミ
9
ミ
塁
（
2
睾
＜
。
『
屏
”
℃
『
帥
①
⑳
Φ
賊
－
一
S
N
）
－
℃
や

　
o
o
一
I
O
卜
o
、

（
3
）
　
た
と
え
ぱ
、
河
合
正
弘
「
重
債
務
国
の
経
済
調
整
と
債
務
削
減
」
『
国
際
問
題
』
一
九
八
九
年
一
一
月
、
一
七
－
三
五
頁
。

（
4
）
　
シ
ャ
ヒ
ド
J
・
パ
ー
キ
「
最
近
の
中
国
情
勢
と
世
界
銀
行
の
融
資
に
つ
い
て
」
≦
o
『
5
ω
蜜
一
閃
2
。
≦
も
。
層
一
九
九
〇
年
三
月
。

（
5
）
　
I
M
F
の
増
資
問
題
に
つ
い
て
古
城
佳
子
「
I
M
F
増
資
に
対
す
る
米
国
政
策
の
変
遷
」
『
国
際
政
治
』
九
三
号
、
一
九
九
〇
年
、
一
三
一
ー

　
一
四
六
頁
。

（
6
）
ω
尋
巨
民
霧
長
切
讐
§
鳳
ミ
ミ
9
藻
魯
醤
醤
ミ
ミ
ミ
ミ
誌
＆
ミ
ヒ
§
ミ
ト
§
『
a
ミ
砺
ミ
葛
。
『
犀
。
一
①
鴇
随
d
昌
凶
＜
①
『
ω
ξ
。
h
。
四
＝
，

　
8
同
三
餌
℃
話
o
o
㎝
”
一
〇
Q
o
頓
。

（
7
）
　
こ
の
視
点
か
ら
、
世
界
銀
行
の
『
世
界
開
発
報
告
（
一
九
八
三
）
』
は
、
開
発
に
お
け
る
管
理
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

（
8
）
冨
＝
旨
u
、
＞
＆
『
＄
ご
の
o
コ
、
、
↓
一
・
①
o
¢
耳
9
一
跨
費
且
＞
9
5
9
・
。
暮
菊
窃
℃
8
ω
。
ω
5
評
の
け
。
『
ロ
団
＝
『
。
℃
。
”
＞
o
。
一
も
即
『
騨
二
く
。
財
。
『
切
℃
。
。
，

　
江
＜
o
、
．
噛
ミ
ミ
鵠
ミ
札
§
ミ
O
誌
隣
ミ
N
ミ
ざ
き
＜
o
一
。
8
矯
目
9
押
6
0
0
ひ
層
℃
℃
・
8
0
占
o
o
ひ
・

（
9
）
ヵ
。
げ
。
『
長
8
喜
。
雪
ε
。
ω
§
ξ
①
こ
繋
㌔
§
憧
§
斜
ミ
ミ
書
§
§
・
ミ
ミ
』
織
、
。
ミ
駐
誉
『
唾
象
醤
偽
ミ
。
醤
』
。
・
，
侍
。
ロ
”
い
窪
。

　
切
3
ミ
β
O
O
目
℃
p
コ
ざ
一
〇
団
y
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（
1
0
）
　
I
M
F
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
、
政
経
分
離
が
原
則
と
し
て
浸
透
し
て
い
た
プ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
下
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
し
か

　
し
、
I
M
F
は
、
短
期
的
な
視
野
か
ら
、
財
政
。
金
融
政
策
に
限
定
さ
れ
た
条
件
を
課
す
の
で
あ
り
、
長
期
的
、
か
つ
構
造
的
な
、
あ
る
い
は
マ
ク

　
ロ
経
済
政
策
に
関
す
る
条
件
を
課
す
世
界
銀
行
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、
政
治
的
な
意
味
合
い
が
違
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
I
M
F
が
累

　
積
債
務
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
従
来
と
異
な
り
、
中
期
的
な
融
資
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
も
、
次
第
に
政

　
治
的
意
味
合
い
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
n
）
拙
稿
、
「
対
ソ
連
．
東
欧
金
融
支
援
問
題
か
ら
見
た
冷
戦
後
の
世
界
秩
序
」
『
一
橋
論
叢
』
一
九
九
一
年
一
月
。

付
記
　
本
稿
は
、
．
↓
げ
の
巧
。
『
ざ
切
曽
昌
犀
信
5
α
o
『
冒
o
乞
即
ヨ
曽
P
Ω
鎧
紹
P
塁
q
9
召
巨
o
、
、
（
℃
F
P
α
募
輿
9
琴
コ
く
筥
①
q
乱
＜
。
邑
ぐ
，
一
〇
〇
。
O
）

を
要
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
国
際
政
治
学
会
に
お
け
る
報
告
原
稿
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
を
進
め
る
間
、
一
九
八
三
年
に
世
界
銀

行
予
算
局
に
お
い
て
、
リ
ー
サ
ー
チ
．
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
世
界
銀
行
業
務
の
一
部
を
観
察
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
間
、
お
よ
ぴ
八
四
年
・

八
八
年
に
、
多
く
の
世
界
銀
行
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
貴
重
な
意
見
、
資
料
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
学
会
報
告
の
際
に
は
、
渡
辺
昭
夫
、
緒
方
貞
子

両
先
生
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
感
謝
し
た
い
。
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